
図 面 名 称No図 面 名 称NoNo 図 面 名 称

A01

A02

A03

A04

A05

A06

A07

S01

S02

S03

S04

S05

A08

A09

A10

A11

A12

改 修 特 記 仕 様 書 No1

改 修 特 記 仕 様 書 No2

改 修 後 　 平 面 図

配 置 図 ・ 付 近 見 取 り 図 ・ 建 物 概 要 ・ 仕 上 表

現 況 　 平 面 図

立 面 図 　 現 況 改 修 後 　 断 面 図

建 具 表

現 況 ・ 改 修 後 　 平 面 詳 細 図

現 況 ・ 改 修 後 　 矩 計 図

現 況 ・ 改 修 後 　 展 開 図 No1

現 況 ・ 改 修 後 　 展 開 図 No2

現 況 ・ 改 修 後 　 床 伏 図

現 況 ・ 改 修 後 　 天 井 伏 図

部 分 詳 細 図 No1

部 分 詳 細 図 No2

仮 設 計 画 図

A13

A14

A15

A16

耐 震 補 強 工 事 特 記 仕 様 書 ・ 鉄 骨標 準 図

現 況 　 基 礎 伏 図 　 基 礎 詳 細 図 （ 参考 ）

梁 伏 図 （ 補 強 前 後 ）

軸 組 図 （ 補 強 前 後 ）

補 強 詳 細 図

E01 電 気 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

M01

電 気 設 備 工 事 　 設 備 図

機 械 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

機 械 設 備 工 事 　 凡 例 ・ 衛 生 機 器 表 ・ 機 器 表

機 械 設 備 工 事 　 平 面 詳 細 図 （ 現 況 ・ 改 修 後 ） 給 排 水 衛 生 設 備

機 械 設 備 工 事 　 平 面 詳 細 図 （ 現 況 ・ 改 修 後 ） 空 調 換 気 設 備

M02

M03

M04

E02

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事



建具

資材置場　※指定なし　・図示　・　

・　受注者は、下請負に付する場合は、部分下請届出書及び施工体制台帳を

監督員に提出しなければならない。

係　員

ｍ／ｍ

設
　
計

日付.

№

A-01

章 項　目 特　記　事　項

者に届いた場合は、その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

・　プラント再生舗装技術指針　　日本道路協会（平成４年版）

報の登録等

２工事実績情

１適用基準等１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

築改修工事標準仕様書」（以下「改標仕」）による。

(1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

◎印が付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

◎印と※印の付いた場合は、共に適用する。

(2)特記事項は、◎の付いたものを適用する。

(3)特記事項に記載の（　）内表示番号は建築改修工事標準仕様書の当該図又は当該表を

示す。

Ⅰ　工事概要

Ⅱ　建築改修工事仕様

２．特記仕様

１．共通仕様

工 事 名

また、（財）日本建設情報センター発行の「工事カルテ受領書」が受注

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書」,「公共建

６　書類の書式

備考

1

番号 提出書類 部数 提出期限

・上記建物の耐震補強工事

工程表 実施工程表の書式等は、監督員の

指示による。

契約締結後5日以内1

火災保険又は

請負賠償責任保険等

2 加入後契約原本の写しを

直ちに

受取人→受注者
加入額→請負代金額

加入期間→内部造作開始又は
設備内部配管配線

2 １ヶ月毎

報告書

工事履行状況 写真

施工計画書 2 契約締結後30日以内4

3

2

・　受注者は、受注時において工事請負代金額５００万円以上の工事につい

て、工事実績情報サービス(CORINS)に基づき受注時に工事実績情報として

「工事カルテ」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、１０日以内に登録

申請しなければならない。

・　受注者は、各下請者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、

工事現場の見やすい場所に掲げなければならない。

３　発生材の
・　特別管理産業廃棄物 ※有( )

・　現場において再利用を図るもの( 　　　　)

・　再生資材の利用を図るもの

・　アスファルトコンクリート塊

・　セメントコンクリート塊

・　建設発生木材

処理方法( )
処理等

・　引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　）　 (1.1.13)

・　引渡を要するものについては調書作成し、監督員へ提出すること。

４　施工条件

・　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資

・監督員と協議し決定する。 　　　　　　　 　　　　 (1.3.5)

源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理

及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適切処理し、監督員に報告

工事車両の駐車場　※指定なし　・図示　・　

部位別の施工順序　※指定なし　・　

５　技能士

施工可能時間帯　※指定なし　・　監督員と打合せの上決定

監督員と打合せの上決定

監督員と打合せの上決定

・鉄筋工事・コンクリート工事・鉄骨工事・ブロック及びＡＬＣパネル工事

・防水工事・石工事・タイル工事・木工事・屋根及び樋工事・左官工事

・塗装工事・建具工事・内装工事・植栽工事

する。（マニフェストA票とE票については写しと種類別集計表を作成して

提出すること。）

施工可能日・指定あり(夏休み期間中は全日、その他は土日）

使用しようとする材料の比較資料を提出して監督員の確認を受けたものと

※　品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努めるこ

※①　合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟ

と。また、建設工事で得られた再生資源の活用はもちろんのこと、他産業

の廃棄物で得られた再生資源についても利用促進を図るものとする。

②　保温材、緩衝材、断熱材はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞについては①とし、ｽﾁﾚﾝを発散

③　接着剤は、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ブチル及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有しない難揮

⑤　①から④の建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

（以下「評価名簿」という）及び別記記載の資材及び見積りメーカー（参

考）又はこれらと同等とする。

ｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂及び仕上げ塗材は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

しないものとし、該当製品が無い場合は、使用しようする材料の比較資

料を提出して監督員の確認を受けたものとする。

発性の可塑剤を使用し、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞについては①とし、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙ

ｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないものとし、該当製品が無い場合は、

する。

出して監督員の確認を受けたものとする。

什器等は、①から④の各項による。

ものとし、該当製品が無い場合は、使用しようとする材料の比較資料を提

　④　塗料は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞは①とし、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しない

を　発散しないか、F☆☆☆☆であること。または、該当製品が無い場合

は、使用しようとする材料の比較資料を提出して監督員の確認を受けた

ものとする。

８　建築材料等

ができる。

る。入手困難な場合は監督員と協議のうえ、他の同等の製品に変更すること

※本工事では三重県ﾘｻｲｸﾙ製品利用推進条例に基づく認定製品を使用してい

適切な乾燥時間をとるものとする。また、施工時、施工後の通風、換気を十

分に行い、室内に発散した化学物質等を室外へ放出させること。

全管理

※接着剤及び塗料の塗布にあたっては、使用方法及び塗布料を十分に管理し、

製品の利用
９　ﾘｻｲｸﾙ認定

10　施工中の安

※　本工事に使用する建築材料等は、建設大臣官房官庁営繕部監修「建築材

※　職種別に可能なものについては積極的に活用すること。　　　 (1.6.2)

11 室内空気 ※本工事の施工に関しては、ホルムアルデヒド及び揮発性物質の発生抑制に

努めること。

※測定方法（※パッシブ法　・アクティブ法）

※報告書　2部

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ ｽﾁﾚﾝ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

その他
（　　　）

※測定物質（○で示したものとする。）
中の化学

ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛ

物質の濃

度測定

※対象箇所（※2箇所　・　　　　　　　）

の工法

の防止

※建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品

の指定工法による。

※低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された建設

機械をできる限り使用する。

※特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規制法及び

振動規制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事とし

又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意をもって地

元調整を行い、工事の再開は監督員の承認を得てから行うこと。

※排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対

策型建設機械をできる限り使用する。建設機械の使用

工事中ー進捗状況の撮影記録をすると共に、特に竣工後、隠ぺい又は埋設さ

着工時ー敷地及び周辺の道路、建築物、工作物等の現況の撮影。（1部）

れる部分は被写体に巾広テープを添えて撮影する。（1部）

※作成する（※完成図　・保全に関する資料）　　　　　　 (1.8.2)

・ｱﾙﾊﾞﾑ１部(大きさ335㎜×290㎜程度、ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版)

※箇所数は外観４面各室２面程度とする。規定の箇所数が確保できない場合

には、監督員と協議すること。

完成図の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

※台紙貼り１部（ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版、）

完成図はJWWファイルとする。

・Ａ３　１部

※完成図作図範囲（全ての図面　）

の取合い

施工範囲

施工図

※図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出して、監督員の

・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

・自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

・駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

承諾を受ける。
・基準高さ：既存地中梁天端を基準高さとする。

12 特別な材料

13 騒音・振動

14 排出ｶﾞｽ対策

15 工事写真

16 完成図等

17 完成写真

18 設備工事と

保管場所　※構内既存施設内

３既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

４仮設

ｶｰﾃﾝ等の
養生

間仕切り

２材料、撤去
材等の運搬

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

※設置する

事務所

養生方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2.3.1)

１外部足場 　

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　　　　　　　(表2.2.2)

外部足場の保護シート等による養生　・適用する　・適用しない　 (2.2.1)

外部足場の種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　(2.2.1)(表2.2.1)

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　(2.3.2)(表2.3.1)

カーテン脱着

５受注者

・男女別ユニットトイレ汲取式　・共用型１穴ユニットトイレ汲取式

構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない

構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない

６仮設便所

７工事用水

８工事用電力

３
　
防
　
水
　
工
　
事

合板又は石こうボードの塗装　・行う　※行わない

・面材の種類：合板5.5mm

用材料 ・

・

ｼﾘｺｰﾝ系

　(表3.7.1)

ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

ｱｸﾘﾙ系

変成ｼﾘｺｰﾝ系

ｼﾘｺｰﾝ系

・行わない

・

・

・

・

SR-1

SR-2

MS-2

PS-2

PU-2

AC-1

種別　　　材　種　　　　　　　　　施　工　箇　所

接着性試験 ・簡易接着性試験　・引張接着性試験　 　　　　　　(3.7.8)

１シーリング

げ共在来にならい補修する。

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上

工事施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督員に通報するとともに、事

故の発生報告書を監督員に速やかに提出すること。

※監督員と打合せの上決定

・施工図の作成範囲：鉄骨ブレース

19 養生その他

20 事故報告

21 工事期間

22 施工図

４
　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲　 　　　　　(6.1.3(b))

改修部分 改　修　範　囲

・天井

・壁

・床 図示による

図示による

図示による

・行わない

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修　　　 　　　　　　　　(6.1.3(f))

天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲　　　 　(6.1.3(c))

改 修 特 記 仕 様 書 No1

伊賀市大内地内

１．工事場所　伊賀市大内地内

２．工事内容　建物名：花之木地区市民センター

・耐震補強工事に伴う内装工事

・耐震補強工事に伴う設備工事

・行う（図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

造作材

構造材、下地材

・A種　・B種

・A種　・B種

種別部材名称

表面仕上げ　 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　　　　　(6.5.1(c))(表6.5.1)

既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法　　　 　(6.3.2)

下地補修

木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）　　　　　(6.5.2(a)(1))(表6.5.2)

・トイレ改修工事

２既存床撤去

下地補修

既存床仕上げ材の除去等　　　　　　　　　　　　　　　(6.2.2(a)(1))
浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去
・行う　・行わない

改修後の床の清掃範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(6.2.2(c))
（施工範囲及び施工によって汚れが生じた範囲　　　　　　　　　　　　）

１０　㎡程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(2.4.1)

５
内
装
改
修
工
事

１一般事項

（図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

の
場合

透明塗装塗り

は

生地のまま又

不透明塗料塗りの場合

押入、戸棚等の内面造作の類

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種（ただし、見掛かり

の面）・B種かまちの類
枠、額縁、敷居、かも居、

等　級部　材　名　称使用箇所

造作材の等級 (6.5.2(b)(2)(ⅲ))(表6.5.3)

等　級 等　級部材名称部材名称等　級部材名称

構造材及び下地材の等級

下地材 米栂

(6.5.2(b)(2)(ⅳ))

下地材 桧

造作材 米栂

代用樹種の使用　・禁止する　・禁止しない　　　 (表6.5.4)

(6.6.2)(表6.6.1)野縁等の種類 部　材 種　類
・シングル野縁

・ダブル野縁

・野縁受け

・１９形　　・２５形

・１９形　　・２５形

・１９形　　・２５形

既存埋込みインサート　　　　　　　　　　　　　　　 　(6.6.4(a)(1))

・使用する　・使用しない

５軽量鉄骨

天井下地

スタッド、ランナーなどの種類 　　　　　　　　　(6.7.2)(表6.7.1)

・５０形　・６５形　・９０形　・１００形下地

材料　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.2)

色　柄種類の記号 厚　さ 備　考

無　地

・ビニル床シート　【ＪＩＳ　Ａ５７０５（ビニル系床材）】 (6.8.2(a))ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ
及びｺﾞﾑ床
ﾀｲﾙ張り

厚　さ 備　考種　　　類 性　　　能

・その他

工法

下地 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.3(a))

・モルタル下地　・木下地　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ビニル床シート張り　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.3(b))

熱溶接工法　・適用する　・適用しない

ＴＳ 2.0㎜

2.0mm

(6.8.2(c))

超防汚性、抗菌、防かび、耐薬品、重歩行

３既存壁撤去

４木下地等

６軽量鉄骨壁

７ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

８畳敷き 　(6.12.2)(表6.12.1)種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

・　公共建築改修工事標準仕様書　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成28年版）

・　建築工事標準詳細図　　建設大臣官房官庁営繕部監修（平成28年版）

調査
調査　・行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.5.1)７　施工計画

・本工事着手前に、給排水、ガス管、地下埋設物棟の調査を行う。

工事施工における提出書類は、次による

・その他指示する書類

料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿」（平成28年版）

超防汚性ビニル床シート

ガラス、メラミン化粧板、化粧台廻り

アルミドアカバー工法廻り

１改修工法 ・かぶせ工法（・カバー工法　・持出し工法　・ノンシール工法） (5.1.3)

・

※改共仕表5.7.1(その1)(その2)による

金物の見掛かり部等の材質 　　　 　　　　　　　　　 (5.7.2)

３自閉式上吊
引戸装置

性能値等　　　　 　　　 　　　　　　　　　 (5.9.3)(表5.9.1）

マスターキー　・製作する　・製作しない　　　　　　　　　　(5.7.4)

・フロート板ガラ

・線入り板ガラス

・合わせガラス

・強化ガラス

・網入り板ガラス ・ひし網　・角網

厚 さ 備　　　　考

材料板ガラスの種類及び厚さ等

ス

6.8

・型板ガラス 4㎜

3mm
5mm

ステンレス製 　　・シーリング材　・

鋼製 　　　・シーリング材　・ガスケット

・ガスケット
・

倍強度ガラスを用いる場合を除く））

アルミニウム

製 　　　・シーリング材

※グレイジングチャンネル形（枠見込み70㎜の引違い、片引き障子の場合）

建具の種類 種　　　　　類

板ガラス　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.13.2)

板ガラスをはめ込む溝の大きさ
※表5.13.1による（枠見込み７０㎜のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の場合（強化、合わせ、

(5.13.2(b))

４ガラス

５ｶﾞﾗｽとめ材

２建具用金物

・撤去工法　（・はつり工法　・引抜き工法）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の表面処理の種別　　　　　 　　　　　　(表5.2.2)

・Ｂ－１ 　無着色陽極酸化塗装複合皮膜 JIS H8602

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事

平成２９年度　花之木地区市民センター
耐震補強及び共用トイレ改修工事



係　員

ｍ／ｍ

設
　
計

日付.

№

・12.0（不燃）　・　

※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

遮音シール材

合板類、MDF及びﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

(6.13.2)(表6.13.1)

名称 規格、区分等 厚さ　（㎜）

壁

天井

・９．５（準不燃）

・１５．０（不燃）

・２５

※３.０

・12.5（不燃）・12.5（準不燃）

・２５ガラスクロス包

・9.0（不燃）　・12

・9.0（不燃）　・　

・12.0（不燃）　・　

※９．５

※９．５（不燃）

※９．５（不燃）

・9.5（準不燃）　・12.5（不燃）

・９．５（準不燃）

・１５．０（不燃）

模様無し

トラバーチン

１　号

普通

特殊

・木目模様

２号　３２Ｋ

内部用 普通

立体模様

普通

立体模様

種　　類

・なら　　・しおじ

・　

・ポリエステル化粧合板

・　

・適用する（ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材・ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ）　・適用しない

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-D)

・特殊加工化粧合板

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音（DR)

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R）

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-S)

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-F)

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ(GB-L)

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-NC)

・ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(RW-B)

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(GW-B)

・天然木化粧合板

合　板

・0.8けい酸カルシウム板（0.8FK）繊維強化
セメント

・トラバーチン・９．５（準不燃）

・12.5（不燃）・　

化粧単板※０．３未満　・　

板　※４．２　・　

軒天用

せ
っ
こ
う
ボー

ド
製
品

吸
音
材
料

合
　
　
板 ・　

特　殊

ボード

その他ボ

ード及び

合板張り

有孔合板 ・シナ ・5.5

・１２．５（不燃）

・１２．５（不燃）

・6.0　・　

改 修 特 記 仕 様 書 No2

伊賀市大内地内

A-02

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱

材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

断熱材打込み工法 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.5.2)

断熱材現場発泡工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.5.3)

種　　　類 種　　別 厚さ（㎜） 施工箇所

・硬質ウレタンフォーム

・押出法ポリスチレンフォーム

・ビーズ法ポリスチレンフォーム ・　

・保温板２種ｂ

・保温板３種ｂ

・　

・　

・

・２５　・　

・　

難燃性 厚さ（㎜） 施　工　箇　所

※窓回り等の断熱材補修部分、ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回り

の床版下等、部分的に後張りとしなければな

らない箇所

・　

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

・２級

・３級 ・　

・２５

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、その他のﾎﾞｰﾄﾞ

建物内部に使用するﾕﾘｱ樹脂等を用いた塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする 　　　　　　　　　　(7.1.3)

・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所 　 　　 ）

１材料

種別　　　　　　　　　　　　　 　(7.2.2～7.2.7)(表7.2.1～7.2.7)

下　　　地 種　　　別
・木部

・鉄鋼面

・亜鉛めっき面

・ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面

・ｺﾝｸﾘｰﾄ、ＡＣＬパネル面

・ｺﾝｸﾘｰﾄ、押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

２下地調整

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

塗料種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (7.3.2)(表7.3.1)

錆止め塗料塗り種別　　　　　　　　　　　　　 (7.3.3)(表7.3.3～7.3.4)

鉄鋼面　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

亜鉛めっき面　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

塗料種別　※１種　・　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.4.2)

種別　　　　　　　　　　　　　　 (7.4.3～7.4.5)(表7.4.1～7.4.3)

種　　　別下　地
・木部

・鉄鋼面

・亜鉛めっき面

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

３錆止め

塗料塗り

４合成樹脂

調合ﾍﾟｲﾝﾄ

塗り

鉄鋼面錆止め塗料　※Ａ種（屋外、屋内）　・Ｂ種（屋内）

塗り

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.14.2)(表7.14.1)

７
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事

　 品 質 の 程 度 欄 に 記 載 し た 商 品 名 は 、 品 質 の 程 度 を 示 す た め の 参 考 商 品 名 で あ る 。

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆
(6.14.2)

品質の程度施　工　箇　所

壁紙施工用でん粉系接着剤、ﾕﾘｱ樹脂等を用いた接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量
※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

・メラミン化粧合板

壁

防火性能
不燃

・５０

・２５　・５０

６
　
塗
　
装
　
　
改
　
修
　
工
　
事

５ｵｲﾙｽﾃｲﾝ

・S-01図による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.2.8)

・S-01図による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.2.9)

・S-01図による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.2.10)

・S-01図による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.12.2)

接合

・S-01図による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.13.2)

１鋼材

２高力ボルト

３溶接材料

４鉄骨工作

５高力ボルト

技術者

・適用する　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.14.2)６溶接管理

・JIS K　5674

鉄骨造の鉄部錆止め塗料の種別は、下記とする。　　　　　　　　(8.16.2)

・工場2回

７錆止め塗料

９せっこう

10壁紙張り

11断熱材

12接着剤

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事



係　員

ｍ／ｍ

設
　
計

日付.

№ A1版伊賀市大内地内

配 置 図 　 付 近 見 取 図

至り大阪

至り名古屋

上之庄

大内

大内

大野木
大内

法花

大野木

小

国道25号線

菅原神社
名阪国道

大内IC

成和西小

付 近 見 取 図

工 事 場 所

育

〒上野大内局

花之木保育園

Ｎ

1/200

A3版 1/400

ビニルクロス　一部撤去

下 地

仕 上

下 地

仕 上

現
況

改
修
後

下 地

改

修
後

便 所

女 子 ト イ レ

メタルラスモルタル　撤去

陶器100角タイル貼り　撤去 磁器100角ﾀｲﾙ　撤去

メタルラスモルタル　撤去

60

55

5

モルタルt=28+土間コンクリートt=120（ワイヤーメッシュ6φx150）

磁器50角モザイクタイル　撤去

2

モルタルt=28+土間コンクリートt=120（ワイヤーメッシュ6φx150）

60

メラミン不燃化粧板

現
況

仕 上

下 地
コンパネt=9+根太54x54@450+大引き90x90+土間コンクリートt=75　一部撤去

スタイロフォームt=25+ポリエチレンフィルムt=0.15+捨てコンクリートt=50+割栗石t=100　一部撤去

和 室 16帖

改
修

後

仕 上

仕 上

下 地

55

コンパネ下地　既存のまま 9

畳ヨセ　一部撤去

55

55 じゅらく塗り　一部撤去

下 地

仕 上

下 地

仕 上

現
況

改
修
後

下 地

仕 上

下 地

仕 上

現
況

改
修
後

長尺塩ビシート 一部撤去 2 100

2 100

下 地

仕 上改
修
後

2

スタイロフォームt=50+ポリエチレンフィルムt=0.15+割栗石t=120　撤去

現
況

下 地

仕 上

下 地

仕 上改

修
後

60

モルタルt=28+土間コンクリートt=120（ワイヤーメッシュ6φx150）

メラミン不燃化粧板

男 子 ト イ レ

多 目 的 ト イ レ

室 　 名
高 さ 塗 装

巾 　 木

厚 さ

床

化粧PB　撤去 9

9.5化粧PB3

5

35

3

LGS下地+吊りボルト　一部撤去

2,500

2,490塩ビ

撤去

塩ビ

木二重廻縁

2,500

2,710

～

化粧PB 9.5

塩ビ
LGS下地+吊りボルト

化粧PB　一部撤去 9

化粧PB（撤去箇所）

9

9.5

塩ビ

塩ビ

（撤去箇所）

紙巻器x3、片引き戸x2　カーテンレール　撤去

OS

既存のまま

ラワンt=25

洗面器x2、洗面器手摺、SK、小便器x4、小便器手摺、小便器仕切板x2　撤去

和風便器x2（タンク共）、洋風便器、L型手摺、トイレブース、掃除用具入、鏡x2　撤去

9.5化粧PB3

2,490塩ビ

塗 装厚 さ塗 装厚 さ
室 名 札

天 井 高廻 縁

天 　 井
備 　 考

ｶｰﾃﾝ

BOX

壁

畳ヨセ

（一部撤去）

（一部撤去）

和 室 10帖

和風化粧PB　一部撤去

下 地

仕 上改

修
後

現
況

下 地

仕 上

下 地

仕 上改

修
後

現

況
下 地

仕 上

小便器x2、仕切り壁、洋風便器x2、L型手摺、紙巻器x2、洗面器、鏡、トイレブース

洋風便器、L型手摺、腰掛便器手摺、紙巻器、洗面器、鏡、ベビーチェアー

洋風便器x3、L型手摺、紙巻器x3、洗面器、鏡、トイレブース、掃除用具入

スタイロフォームt=50+ポリエチレンフィルムt=0.15+捨てコンクリートt=30+砕石t=120

スタイロフォームt=50+ポリエチレンフィルムt=0.15+捨てコンクリートt=30+砕石t=120

スタイロフォームt=50+ポリエチレンフィルムt=0.15+捨てコンクリートt=30+砕石t=120

73

モルタルt=25+土間コンクリートt=120（ワイヤーメッシュ6φx150） 撤去

メラミン不燃化粧板

下 地

仕 上改
修

後

現

況
下 地

仕 上
既存のまま 既存のまま

既存のまま

化粧PB　一部撤去 9

9.5

2,800

雑巾摺　撤去 55 ビニルクロス　一部撤去 既存のまま

既存のまま 2,500 既存のまま

55

既存のまま

既存のまま 100

100

ビニルクロス　一部撤去

化粧PB（撤去箇所）

化粧PB　一部撤去 9

9.5

塩ビ

（一部撤去）

塩ビ

（撤去箇所）

3,000

両開き戸x1撤去

廊 下 2

廊 下 3

ホ ー ル

廊 下
長尺塩ビシート 一部撤去 2 100 ビニルクロス　一部撤去

2 100

化粧PB　一部撤去 9

9.5化粧PB（撤去箇所）

塩ビ

塩ビ

（撤去箇所）

2,690
（一部撤去）

下足箱撤去、ピクチャーレール撤去

73土間コンクリート　既存のまま

土間コンクリート

土間コンクリート　既存のまま

長尺塩ビシート 一部撤去

土間コンクリート

2

73

2

73

ラワン既製品　一部撤去 100

100

ビニルクロス　一部撤去 化粧PB　一部撤去

化粧PB（撤去箇所） 9.5

9

（一部撤去）

（撤去箇所）

塩ビ

塩ビ
2,690

内 部 仕 上 げ 表

LGS下地+吊りボルト　撤去

シナベニヤ（窓目隠し）

引き違いガラス戸、引き違いガラス欄間、内障子6枚　撤去

ピクチャーレール

モルタル下地　既存のまま 28

ラワン既製品　一部撤去

ラワン既製品　一部撤去

ラワン既製品　一部撤去

化粧PB（撤去箇所）

名阪上野
ドライブイン

超防汚性ビニル床シート

超防汚性ビニル床シート

ABS樹脂+ステンレス箔

ABS樹脂+ステンレス箔

ABS樹脂+ステンレス箔

1

1

1

2,900

小便器手摺

2超防汚性ビニル床シート　汚だれ陶板t=5

モルタル金コテ押え 28

事 務 室 ・ 玄 関

ピクトサイン

ピクトサイン

ピクトサイン

LGS下地（撤去箇所）

LGS下地　一部撤去

LGS下地（撤去箇所）

LGS下地　一部撤去

LGS下地　一部撤去

LGS下地（撤去箇所）

ビニルクロス貼り

ビニルクロス貼り（撤去箇所）

ビニルクロス貼り（撤去箇所）

ビニルクロス貼り（撤去箇所）

ビニルクロス貼り（撤去箇所）

ビニルクロス貼り（撤去箇所）

LGS下地（撤去箇所）

LGS下地（撤去箇所）

長尺塩ビシート（撤去箇所）

長尺塩ビシート（撤去箇所）

長尺塩ビシート（撤去箇所）

塩ビ

塩ビ

（一部撤去）

（撤去箇所）

SOP

LGS下地+吊りボルト

LGS下地+吊りボルト

LGS下地　一部撤去

LGS下地　一部撤去

木軸組、LGS一部撤去

PB t9.5+12.5+ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50+木軸組

PB t=12.5+木軸組

PBt=12.5x2重貼り+木軸組

PBt=12+木軸組　一部撤去　

PB t=12.5+LGS100（一部PB 2重貼り）　（既存LGS下地部分：PB t=12.5）

ラスボードt=12+木軸組　一部撤去

PBt=12+LGS　一部撤去　

PBt=12+木軸組　一部撤去　

PBt=12.5+木軸組（撤去箇所）

PBt=12+木軸組　一部撤去　

PB t=+9.5+12.5+木軸組PB t=12.5x2重貼り+木軸組

PBt=12+LGS　一部撤去　

PBt=12+木軸組　一部撤去　

PBt=12.5x2重貼り+LGS100（撤去箇所）

PBt=12.5x2重貼り+LGS100（撤去箇所）

PBt=12.5x2重貼り+木軸組（撤去箇所）

（既存木軸組部分：+PB t=12.5+胴縁）（一部PB 2重貼り）

PB t=12.5x2重貼り+LGS100　（既存LGS下地部分：PB t=12.5）

PB t=12+木軸組　一部撤去

PB t=12.5+木軸組（撤去箇所）

PB t=12.5x2重貼り+木軸組　（既存木軸組部分：PB t=12.5+胴縁）

会 議 室

※下記仕上げ材料は、下記同等品とする。

超防汚性ビニル床シート：サニタリウム（ロンシール）同等品

汚だれ陶板：ハイドロセラ・フロアPU（薄型）（ＴＯＴＯ)同等品

メラミン不燃化粧板：セラール（アイカ工業）同等品

米栂 ＯＳ

米栂 ＯＳ

ＯＳ米栂

雑巾摺（米栂）

米栂 ＯＳ

2,900
米栂二重廻縁

2,690

2,690

2,690

2,690

3,000

2,800

下足箱改修後移動

A-03

鉄 骨 造 平 屋 建 て

EXP.J

EXP.J

木 造 平 屋 建 て

Ｎ

配 置 図 　 S=1/200

（ 補 強 建 物 ）

工事名称

面積表

地域・地区

建築場所

1

2

3

4

5

建 物 概 要

敷地面積

花之木地区市民センター耐震補強工事

伊賀市大内791-1

市街化調整区域　用途地域　指定無し

1071.09㎡

延床面積

建築面積

構造 鉄骨造+木造　平屋建て

356.35㎡

S造183.75㎡　　木造168.23㎡ 延べ面積351.98㎡

建 物 概 要 ・ 仕 上 げ 表

畳8枚　撤去

新規畳2枚

5.5

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事
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2
,
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,
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改修範囲を示す
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0

35
0

50
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0

中 会 議 室
（ 和 室 24帖 ）

大 会 議 室
（ 和 室 44帖 ）

厨 房

ホ ー ル

廊 下 3

押 入押 入

廊 下

物 入

押 入 床 の 間 押 入

物 入

廊 下 2
便 所

和 室 16帖

床 の 間押 入

湯 沸

事 務 室

廊 下 1

（ 天 井 改 修 の み ）

（ 天 井 改 修 の み ）

玄 関

物置

会 議 室

A-04

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事
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2,
6
8
0

押 入

中 会 議 室
（ 和 室 24帖 ）

押 入

廊 下 3

（ 和 室 44帖 ）
大 会 議 室

廊 下

ホ ー ル

厨 房

廊 下 1

和 室 10帖

廊 下 2
女 子 ト イ レ

多 目 的 ト イ レ
男 子 ト イ レ

湯 沸

押 入 床 の 間

事 務 室
（ 天 井 の み 改 修 ）

玄 関
（ 天 井 の み 改 修 ）

物 入

押 入床 の 間押 入

物 入

会 議 室

物置

A-05

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事



鉄骨造

鉄骨造 木造
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補強建物

補強建物

A-06

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事
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汚だれ陶板

床、天井撤去については、伏図参照のこと
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壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3
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▼ ピクトサインを示す。
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詳細図A

詳細図B
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詳細図B

天井：化粧PB t=9.5
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柱残し
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2
,
6
80

（PB t=12+LGS共）

（PB t=12+LGS共）

（PB t=12+LGS共）

（PB t=12既存のまま）

（PB t=12既存のまま）

（PB t=12既存のまま）

（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12+胴縁共）

（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12+胴縁共）

（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12+胴縁共）

（既存PB t=12下地）
壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：（廊下側）ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り（既存PB t=12下地）

（PB t=12+木軸組共）

（PB t=12+木軸組共）

（PB t=12+木軸組共）

（PB t=12+木軸組共）

（PB t=12+木軸組共）

（PB t=12+木軸組共）

壁：胴縁撤去

▲

（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12+木軸組共）

壁：じゅらく塗り一部撤去（一部ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12、木軸組共）

500

7578

78

90
0

15
0（

有
効
開

口
）

1
,5
7
7

1
,
05
0

1
0
3

1
WD

（PB t=12+木軸組共）

30

（PB t=12+木軸組共）
壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

柱撤去

（新規柱を設置するまで、サポート設置の事）

現 況 　 壁 軸 組 撤 去 図 　 S=1/50

▲

柱残し

ｶｯﾀｰ入れを示す

▲

既存LGS軸組を示す

既存木軸組を示す

軸組撤去（表面仕上げとも）

①

②

②

②壁：じゅらく塗り+ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12+木胴縁　撤去

④壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ+PBt=12撤去

③

④

④

③壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽはがし（PB残し）

表面仕上げ撤去 ①壁：磁器100角ﾀｲﾙt=5+ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙt=35撤去（木軸部は胴縁も撤去）

廊下1

▲
▲

▲

新規LGS軸組

新規柱
米栂105ｘ105

新規木軸組 土台100ｘ100桧

頭つなぎ60ｘ100米栂

間柱45ｘ100米栂＠450

壁厚は、補強鉄骨添え柱に合わせ、間柱を抱き合わせること。

改 修 後 　 壁 軸 組 図 　 S=1/50

床：超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床シートの色分けを示す。　枠：SUS目地棒5x12

廊下1

▲

・床、天井下地については、伏図参照のこと
・面台：メラミンポストフォーム

・手摺、小便器、ベビーチェアの設置壁面補強は、コンパネt=12ｘ2重貼りとする。

従って、同一壁面の他の部分は、PBｔ＝12.5x2重貼りを基本とする。

・トイレハンガードアの壁面は、ドア厚の納まりよりPBｔ＝12.5ｘ2重貼り（両面）を基本とする。

・洗面器設置箇所は、C型鋼にて補強下地

壁：メラミン化粧不燃板t=3+②

（既存LGS下地）

壁：（廊下側）ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り+①

（トイレ側）ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+③
（胴縁落込み）

壁：メラミン化粧不燃板+①

（既存柱、間柱）

壁：（廊下側）ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り+④

壁：（廊下側）ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り+③

（トイレ側)メラミン不燃化粧板t=3+③

（トイレ側)メラミン不燃化粧板t=3+④

壁：（トイレ側)ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+⑤
　　（和室側）ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り+⑤

グラスウールt=50

（トイレ側）ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+④
壁：(廊下側)ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り+④壁：（廊下側）ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼りPB+③

（トイレ側）ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+③
　　（トイレ側)ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+③

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り+①

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り+①壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り+①

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+①

壁下地種別 ①PB t=12.5+胴縁

②PB t=12.5（LGS)

③PB t=12.5ｘ2重貼り+胴縁

④PB t=12.5ｘ2重貼り（LGS)

⑤PB t=9.5+12.5+胴縁

▲

33
0

5,365 5,215

床：長尺塩ビシートt=2はがし

5
0
0

片引き戸撤去（額縁共）
（SUSレール共）

建具一式撤去（枠共）

SUS床見切り撤去

50
0

床：長尺塩ビシートt=2はがし

壁カッター入れを示す

床：長尺塩ビシートt=2はがし

エッジは床カッター入れ

面台

面
台

面
台

面台
面台

面
台

面
台

面台

面台

6
5.
5
4
5
0

8
00

4
5
0

30

床：超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2
壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3
天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

600

・塗装塗替え部分は、下地調整を行うこと

壁コーキング位置を示す。

SUS沓づり

現 況 ・ 改 修 後 　 平 面 詳 細 図
A-07

壁：メラミン不燃化粧板t=3+④

壁：メラミン不燃化粧板t=3+②

額縁：米栂t=25 OS

見切り：米栂t=25 OS

5
00

1
AD

塩ﾋﾞｽﾄﾚｰﾄﾗｲﾝﾏｯﾄ(ｱﾙﾐ枠）600x1600既存のまま

アルミドア改修（カバー工法） 新規アルミドア（カバー工法）

三方枠内外コーキング

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事
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0

6
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,
20
0

▽GL

▽
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

片引き戸撤去（枠共）

SUS押え金物撤去

壁：じゅらく塗り撤去

内障子撤去

内障子撤去

（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12、胴縁共）
壁：じゅらく塗り撤去

壁：じゅらく塗り撤去
（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12、胴縁共）

壁：ﾋﾞﾆｸﾛｽ撤去

50 50 50

3,640 1,500 3,640

910 1,800 8,780

X2 1 2 3

▽GL

▽
柱
芯

△
柱
芯

△
柱
芯

▽GL

1/30

A3版 1/60

便所

和室（16帖）

現 況 ・ 改 修 後 　 矩 計 図

現 況 　 矩 計 図 　 S=1/30

改 修 後 　 矩 計 図 　 S=1/30
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0
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6
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引違いｶﾞﾗｽ戸撤去
（敷居、鴨居共）

枠切断 40

畳ヨセ撤去

引違いｶﾞﾗｽ欄間撤去
（鴨居共）

1
20
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5
0

3
0

床：磁器50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙt=5
ﾓﾙﾀﾙt=25
土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φx15）
ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt=50
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15

撤去

2
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90
55

5
49

1
0
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50
7
5

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=75
ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt=25
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15
捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=50

床：畳6枚

撤去

5
0
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1
00

2
5

ｶｯﾀｰ入れの上
ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去t=20

無目撤去

割栗石t=100

割栗石t=120
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▽GL

壁：磁器100角ﾀｲﾙt=5撤去
（ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙt=35+LGS100共）

(PB t=12+LGS100共）

廊下2
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廊下3

木造 鉄骨造

EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50撤去

天井：化粧PB t=9撤去

（LGS下地+吊りﾎﾞﾙﾄ、塩ビ廻縁共）

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2
（土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下地既存のまま）
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,
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0

天井:和風化粧PBt=9撤去
（LGS下地+吊りボルト、木廻縁共）2

5
0 3
4
0

ｺﾝﾊﾟﾈt=9+根太54x54@450+大引90x90

天井：化粧PB t=9撤去
(LGS下地、塩ビ廻縁共）
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塩ビ見切り
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塩ビ廻縁

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=28

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φx15）
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捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=30
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4
,
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廊下2

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φx15）

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=30
砕石t=120

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=28

910

木造 鉄骨造

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

天井：化粧PB t=9.5
天井：化粧PB t=9.5

天井：化粧PB t=9.5

天井：化粧PB t=9.5

胴縁18x45

1
2
0

床:長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2

1
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0

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt=50

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt=50
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0

3
0

砕石t=120

2

（既存土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下地）

ABS樹脂巾木H=60

600

汚だれ陶板t=5

男子トイレ

既存小屋裏防火壁との隙間は

詳細図A
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0
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0
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SUS目地棒5x12 SUS目地棒5x12

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=28

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15
捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=30

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt=50
土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φx15）

砕石t=120 ｽﾃﾝﾚｽ箔

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3

LGS下地+吊りﾎﾞﾙﾄ
LGS下地+吊りﾎﾞﾙﾄ

PB t=12.5+LGS100下地

PB t=12.5x2+LGS100下地

PB t=12.5x2+LGS100下地

LGS下地+吊りボルト

額縁：米栂t=25 SOP

PB t=12.5+木下地

面台壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3
ｺﾝﾊﾟﾈ t=12x2+LGS100下地

LGS下地

既存額縁 SOP塗替え

床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2

床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2

床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2

耐火ｼｰﾙ又は、耐火ﾊﾟﾃを充填の事

塩ビ廻縁

ABS樹脂巾木H=60
ｽﾃﾝﾚｽ箔

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3

塩ビ廻縁

ABS樹脂巾木H=60
ｽﾃﾝﾚｽ箔

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3
PB t=12.5x2+LGS100下地

壁：磁器100角ﾀｲﾙt=5撤去（ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙt=35共）

（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞT=12+木軸組共）

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
PB t=12.5x2+木軸組

PB t=12.5x2+木軸組

PBt=12.5x2+木軸組
（胴縁落込み）

2
,
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00

1
,
90
0

6
0

5
40

廊下3

付け無目10x60

片引き戸撤去（枠、額縁、敷居共）

（ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙt=35+木軸組共）

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去
(PB t=12+木軸組共）

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
PBt=12.5+木軸組

ロックウール断熱材t=25撤去

ロックウール断熱材t=25

A-08

シナベニヤt=5.5 SOP

EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50x3
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Ｄ 面

床:汚だれ陶板t=5床:汚だれ陶板t=5 ABS樹脂巾木H=60ABS樹脂巾木H=60ABS樹脂巾木H=60

天井：化粧PB t=9.5天井：化粧PB t=9.5天井：化粧PB t=9.5

Ｃ 面

46
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2
5

塩ビ廻縁塩ビ廻縁

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ
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Ｂ 面
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Ａ 面

1,490

3,290

X2 1

1,800

鉄骨造木造

ABS樹脂巾木H=60ABS樹脂巾木H=60

天井：化粧PB t=9.5天井：化粧PB t=9.5天井：化粧PB t=9.5天井：化粧PB t=9.5天井：化粧PB t=9.5

2,
4
9
0

Ｄ 面

E

ｷｺｰｷﾝｸﾞ撤去

EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50撤去

2
5

65
0

2
5

1,
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0
0

E

壁：磁器100角ﾀｲﾙt=5撤去
（ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙt=35+LGS共）

ｷｺｰｷﾝｸﾞ撤去

壁：磁器100角ﾀｲﾙt=5撤去 壁：磁器100角ﾀｲﾙt=5撤去

EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50撤去

4,220

130 330

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

塩ビ廻縁 塩ビ廻縁塩ビ廻縁

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

塩ビ廻縁

2
0

1
,
08
0

120

2
0

1
,
08
0

2,
4
9
0

E

2,780

2
,
69
0

E

2,780

2
0

8
8
0

Ｃ 面

2,
4
9
0

Ｂ 面

E

2,780

2,
4
9
0

2

2,150

Ａ 面

2

2,150

改 修 後 　 多 目 的 ト イ レ 展 開 図 　 S=1/50

鉄骨造 木造鉄骨造木造
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ撤去

（塩ビ廻縁共）
天井:化粧PB t=9撤去

壁：磁器100角ﾀｲﾙt=5撤去

SK撤去

洗面器撤去
床：磁器50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙt=5撤去

洗面器撤去

床：磁器50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙt=5撤去

（塩ビ廻縁共）
天井:化粧PB t=9撤去

（下地CB共）
面台：ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=25撤去

（下地CB共）
面台：ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=25撤去

小便器・手摺・仕切り板撤去

洗面器・手摺撤去

SUS押え金物撤去
SUS押え金物撤去

壁：磁器100角ﾀｲﾙt=5撤去（ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙt=35共）

鏡撤去鏡撤去

（下地CB共）
面台：ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=25撤去

（塩ビ廻縁共）
天井:化粧PB t=9撤去

洗面器・手摺撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

掃除用具入撤去 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

（付属物共）
和風便器撤去

床：磁器50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙt=5撤去

（塩ビ廻縁共）
天井:化粧PB t=9撤去

片引き戸撤去（額縁共）

（下地CB共）
面台：ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=25撤去

（下地CB共）
面台：ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=25撤去

Ｄ 面

X212

Ｃ 面Ｂ 面

床：磁器50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙt=5撤去

SK撤去

X2 1 2

Ａ 面

面台：ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=25撤去
（下地CB共） 100

1
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25 25850

1
2
0

1
,9
0
0
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0
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100

1
0

1
,9
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0
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,
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2
,
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0
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,
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5
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12
0

2
,
5
00

1
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改 修 後 　 男 子 ト イ レ 展 開 図 　 S=1/50

現 況 　 和 室 16帖 展 開 図 　 S=1/50

改 修 後 　 女 子 ト イ レ 展 開 図 　 S=1/50

現 況 　 便 所 展 開 図 　 S=1/50

現 況 ・ 改 修 後 　 展 開 図 1

伊賀市大内地内

A3版 1/100

1/50

A1版№

日付.
設
　
計

ｍ／ｍ

係　員

150 150

床、天井撤去については、伏図参照のこと

床、天井撤去については、伏図参照のこと

床、天井下地については、伏図参照のこと

仕切り板

床、天井下地については、伏図参照のこと 床、天井下地については、伏図参照のこと

ABS樹脂巾木H=60 ABS樹脂巾木H=60

ｺｰｷﾝｸﾞt=15

ｽﾃﾝﾚｽ箔 ｽﾃﾝﾚｽ箔

2
0

1,
3
3
0

ｽﾃﾝﾚｽ箔

面台壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3

2
0

1,
3
3
0

ｽﾃﾝﾚｽ箔

781,268

1
,
8
2
0

ｽﾃﾝﾚｽ箔

ｺﾝﾊﾟﾈ t=12x2+LGS100下地

ｽﾃﾝﾚｽ箔 ｽﾃﾝﾚｽ箔
ABS樹脂巾木H=60
ｽﾃﾝﾚｽ箔

鏡450x600
（建築工事）

2,
4
9
0

1
,
8
2
0

65.5

カッター入れを示す▲

（木二重廻縁共）
天井:和風化粧PBt=9撤去

ABS樹脂巾木H=60ABS樹脂巾木H=60ABS樹脂巾木H=60ABS樹脂巾木H=60

2,
5
0
0

床：畳2枚復旧

天井：化粧PB t=9.5天井：化粧PB t=9.5

天井：化粧PB t=9.5

床：畳2枚復旧

床：畳6枚撤去床：畳2枚切縮め床：畳2枚切縮め床：畳6枚撤去

床：畳2枚復旧

和室10帖側

2
,
5
40

Ａ 面

3

3,640

1
5
0

塩ビ廻縁

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

（鴨居共）
引違いｶﾞﾗｽ欄間撤去

壁：じゅらく塗り撤去

（敷居、鴨居共）
引違いｶﾞﾗｽ戸撤去

柱撤去

Ｄ 面

E

2,730

47
5

2
5

2,
0
0
0

2
0

1
,0
8
0

Ｄ 面

E

2,730

掃除用具入

2,
0
0
0

塩ビ見切り

塩ビ廻縁

塩ビ廻縁

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

塩ビ見切り

塩ビ廻縁

塩ビ廻縁

Ｃ 面

2
,
69
0

1
9
0

2,
5
0
0

60
6
0
0

2
5

2,
0
2
5

2
0

1
,0
8
0

2
,
7
1
0

Ｂ 面

E

2,730

2,
5
0
0

21
0

2
,
7
1
0

3

3,640

21
0

2,
5
0
0

2,
0
0
0

120 120

2
0

1
,0
8
0

Ａ 面

3

3,640

2
,
7
1
0

6
0

60
0

1
0
0

1,
2
0
0

6
0

5
40

E

2,730

額縁切断

額縁切断

無目撤去

壁：じゅらく塗り撤去

内障子撤去

内障子撤去

Ｂ 面

無目撤去

枠切断

6
0

60
0

1
0
0

1
,8
0
0

床：畳6枚撤去

OPEN

1
5
0

2
,
5
40

3

3,640

Ｃ 面

無目撤去

床：畳6枚撤去

付鴨居撤去付鴨居撤去

2
,
5
40

Ａ 面

3

3,640

1
5
0

1
,0
8
0

2
0

36
0

2
,9
0
0

（木二重廻縁共）
天井:和風化粧PBt=9撤去

2
,9
0
0

3
40 壁：じゅらく塗り撤去

（木二重廻縁共）
天井:和風化粧PBt=9撤去

2
,9
0
0

36
0

2
,9
0
0

枠切断
（一部撤去） （一部撤去）

（木二重廻縁共）
天井:和風化粧PBt=9撤去

1,700

2
,9
0
0

壁：じゅらく塗り撤去

ｽﾃﾝﾚｽ箔

2,
5
0
0

1
,
8
20

1,205

天井：化粧PB t=9.5

額縁：米栂t=25 SOP
額縁：米栂t=25 SOP

ｽﾃﾝﾚｽ箔

詳細図C

詳細図C

額縁：米栂t=25 SOP

鏡450x600
（建築工事）

ｽﾃﾝﾚｽ箔

（建築工事）
鏡1600x850

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

ｽﾃﾝﾚｽ箔

3
40

（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12+胴縁共）

（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12+胴縁共）

壁：じゅらく塗り撤去
（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12+胴縁共）

既存額縁 SOP塗替え 既存額縁 SOP塗替え 既存額縁 SOP塗替え

床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2 床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2 床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2 床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2 床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2 床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2 床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2 床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2

床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2 床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2 床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2 床:超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2

枠切断（一部撤去）

1
,4
4
0
額
縁

撤
去

1,
4
4
0
額

縁
撤

去

塩ビ廻縁

120

2
0

1
,
08
0

塩ビ廻縁

120

二重廻縁60x10,30x20 ※現況に合わせる

見切り：米栂10x10

撤去範囲

30

▲

（ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙt=35+木軸組共）

壁：磁器100角ﾀｲﾙt=5撤去（ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙt=35+胴縁共）

（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12+木軸組共）

（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12+木軸組共）

（ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙt=35+LGS共）

46
5

2
5

2,
0
0
0

（ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙt=35+木軸組共）

片引き戸撤去（枠・額縁・敷居共）

3
6
0

2,
9
0
0 付鴨居付鴨居

PB t=12.5+9.5+ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50+木軸組
壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

天井：和風化粧PB t=9.5

二重廻縁60x10,30x20 ※現況に合わせる

付け柱

A-09

2
,
90
0

二重廻縁60x10,30x20 ※現況に合わせる

2,000

壁下地種別 ①PB t=12.5+胴縁

②PB t=12.5（LGS)

③PB t=12.5ｘ2重貼り+胴縁

④PB t=12.5ｘ2重貼り（LGS)

⑤PB t=9.5+12.5+胴縁

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+③

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+④

面台壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+④

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+②

柱型：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+③

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+② 壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+①

ｺｰｷﾝｸﾞt=15 壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+③

面台壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+②

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+④

柱型：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+②

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+④

柱型：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+②

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+②

面台壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+④

衛生設備下地：ｺﾝﾊﾟﾈt=12 2重貼りを示す

壁下地種別 ①PB t=12.5+胴縁

②PB t=12.5（LGS)

③PB t=12.5ｘ2重貼り+胴縁

④PB t=12.5ｘ2重貼り（LGS)

⑤PB t=9.5+12.5+胴縁
衛生設備下地：ｺﾝﾊﾟﾈt=12 2重貼りを示す

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+④

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+③

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+①

面台壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+②

腰壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+④

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+③

面台壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+②

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3+⑤+グラスウールt=50

EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50x3

EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50x3

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事



EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ既存のまま

Ａ 面 ホール

2

天井:化粧PB t=9（撤去箇所）
（塩ビ廻縁共）

撤去範囲

天井:化粧PB t=9一部撤去
（塩ビ廻縁共）

巾木：ﾗﾜﾝH=100撤去巾木：ﾗﾜﾝH=100撤去

（既存PB t=12下地）

（塩ビ廻縁共）
（塩ビ廻縁共）

雑巾摺りH=55

E

373 270

2
,
50
0

2,430

Ｂ 面

雑巾摺りH=55撤去 雑巾摺りH=55撤去

E

片引き戸撤去（枠・額縁共）

373 270

2,
5
0
0

2,430

Ｂ 面

カッター入れを示す▲

カッター入れを示す

改 修 後 　 廊 下 3展 開 図 　 S=1/50

現 況 　 廊 下 3展 開 図 　 S=1/50

床、天井下地については、伏図参照のこと

改 修 後 　 洋 室 ・ 会 議 室 展 開 図 　 S=1/50

改 修 後 　 廊 下 ・ ホ ー ル 、 廊 下 2展 開 図 　 S=1/50

現 況 　 廊 下 ・ ホ ー ル 、 廊 下 2展 開 図 　 S=1/50

現 況 　 洋 室 ・ 会 議 室 展 開 図 　 S=1/50

廊下2

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2（撤去箇所）

天井:化粧PB t=9.5（撤去箇所）

Ｄ 面

E

2,730

2
,
6
90

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2（撤去箇所）床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2（撤去箇所）

廊下2

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

天井:化粧PB t=9.5（撤去箇所）

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2（撤去箇所）

5
30

1
6
0

2
,
0
0
0

3,2902,150

1,8003,640

廊下・ホールＣ 面

X2123

1,5003,640

5
30

1
6
0

2
,
0
0
0

2,730

鉄骨造

2
,5
0
0

1
2
0

OPEN

2
,
69
0

Ｂ 面

E

2
,
69
0

木造

床、天井下地については、伏図参照のこと

▲

床、天井撤去については、伏図参照のこと

現 況 ・ 改 修 後 　 展 開 図 2

伊賀市大内地内
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日付.
設
　
計
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係　員

巾木：ﾗﾜﾝH=100撤去

▲

廊下2

撤去範囲

巾木：ﾗﾜﾝH=100撤去

片引き戸撤去（額縁共）

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2撤去

（塩ビ廻縁共）
天井:化粧PB t=9撤去

（PB t=12+LGS共）

Ｄ 面

E

2,730

2
,
6
90

▼▲

天井:化粧PB t=9撤去

3

（PB t=12既存のまま）

天井:化粧PB t=9一部撤去
（塩ビ廻縁共）

ホールＢ 面

F

2,410

2
,
6
90

巾木：ﾗﾜﾝH=100既存のまま

廊下2

（鴨居共）
引違いｶﾞﾗｽ欄間撤去

ホール、廊下

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ撤去

巾木：ﾗﾜﾝH=100撤去

鉄骨造 木造

（塩ビ廻縁共）
天井:化粧PB t=9撤去

下足箱撤去

巾木：ﾗﾜﾝH=100撤去

（敷居、鴨居共）
引違いｶﾞﾗｽ戸撤去

（塩ビ廻縁共）

Ｃ 面

X2123

1,8003,6401,5003,640

251,53025

1
4
8

2
,5
4
2

6
60

1
,8
8
2

2
,
50
0

1
2
0

OPEN

2
,
6
90

Ｂ 面

E

1,800930

2
,
6
90

6
0
0

1
0
0

1
,
80
0

木額縁撤去

両開き戸撤去

天井:化粧PB t=9一部撤去
（塩ビ廻縁共）

巾木：ﾗﾜﾝH=100撤去

（PB t=12+木下地共）

2
,
6
90

5,140

75

Ａ 面 ホール

2 3

2
,
69
0

5,140

75

天井:化粧PB t=9（撤去箇所）
（塩ビ廻縁共）

床、天井撤去については、伏図参照のこと

木見切り撤去

改修範囲

Ｃ 面

23

5,140

Ｃ 面

23

5,140

両開き戸撤去

36 1,608 100 1,608 36 704 90

15
4

3
6

▲

FIX窓撤去 FIX窓撤去

巾木：ﾗﾜﾝH=100既存のまま

32 1,600 39 6232

（PB t=12既存のまま） （PB t=12既存のまま）

80 565

移動
下足箱W1800xH1840xD320

330 703

330 40 1,600

40

1
50

40704 2,411 90

下足箱W1800xH1840xD320

ホールＢ 面

F

2,410

2
,
69
0

32 1,600 39 6232130 515

天井:化粧PB t=9（撤去箇所）
（塩ビ廻縁共）

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去
壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

（既存PB t=12下地）
壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ：ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ200x200

天井:化粧PB t=9.5（撤去箇所）
（塩ビ廻縁共）

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
PB t=12.5+LGS100下地

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

PB t=12.5+LGS100下地
壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

3,
0
0
0

229

1,023 36 1,608 100 1,608 36 899 59

▼

両開き戸撤去 両開き戸撤去

FIX窓撤去 FIX窓撤去

木額縁撤去

60
0

1
0
0

1
,8
0
0

3
6

4
64

方立て撤去

3
,0
0
0

229

4
6
0

4
0

2,730 40 1,600 40 900 59

改修範囲

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2一部撤去床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2一部撤去
巾木：ﾗﾜﾝH=100撤去

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2一部撤去 床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2一部撤去

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2（撤去箇所） 床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2（撤去箇所）

（NASTA.KS-TS-HP3A同等）

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

▲
▲

方立て撤去

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去
壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ：ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ200x200
（NASTA.KS-TS-HP3A同等）

ｺｰｷﾝｸﾞt=15

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

（NASTA.KS-TS-HP3A同等）
ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ：ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ200x200

（PB t=12+木軸組共）

（PB t=12+木軸組共）

（PB t=12+木軸組共）
（PB t=12+木軸組共）

（PB t=12+LGS共）

PB t=12.5+木軸組

PB t=12.5+木軸組

PB t=12.5x2+木軸組

PB t=12.5+木軸組

（PB t=12+木軸組共）

PB t=12.5+木軸組

5
3
0

16
0

2
,0
0
0

（PB t=12+木軸組共）

（PB t=12+木軸組共）
（PB t=12+木軸組共）

付け無目10x60

PB t=12.5+木軸組

1
,
90
0

6
0

5
4
0

1
0
0

4
0
0

2
,0
0
0

1
00

4
0
0

2
,
00
0

巾木：米栂H=100　OS 巾木：米栂H=100　OS

PB t=12.5

巾木：米栂H=100　OS 巾木：米栂H=100　OS 巾木：米栂H=100　OS
巾木：米栂H=100　OS

巾木：米栂H=100　OS

巾木：米栂H=100　OS 巾木：米栂H=100　OS

A-10

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ額縁：米栂t=25 OS

額縁：米栂t=25 OS

見切り：米栂t=25 OS

EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50x3

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ撤去

アルミドア改修

新規アルミドア（カバー工法）

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事



係　員

ｍ／ｍ

設
　
計

日付.

№ A1版伊賀市大内地内

建 具 表
1/50

A3版 1/100

AW記号・数量
1

建 具 表 　 S=1/50

備　考

ガラス

附属金物

材質・仕上

内寸・見込

形　式

場　所

アルミ

2段3枚引違い窓

和室16帖

1900x2400x70

2,400

1
,
20
0

1
0
0

6
0
0

1,
9
0
0

F4に入替え F4に入替え F4に入替え

記号・数量

備　考

ガラス

附属金物

材質・仕上

内寸・見込

形　式

場　所

新規TB

男子トイレ

トイレブース

1,000

1
0
0

60
0

9
17

1
,
0
00

1
,
6
17

1
2
0

展開方向

A

D B

C

6
0

1
,
9
15

25

2
,
0
00

6
0

1
,
9
15

25

2
,
0
00

Ａ面

875

Ｂ面

6
0

1
,
9
15

25

2
,
0
00

1,
1
0
0

9
00

120

100 600 917

1,617

Ｄ面

（1830,860,1602)x2000x30

新規TB1ヶ所 1ヶ所

トイレブース

展開方向

A

D B

C

女子トイレ

937 600 100100 600

1,637

1
0
0

1
,
00
0

6
0
0

2 3

記号・数量

備　考

ガラス

附属金物

材質・仕上

内寸・見込

形　式

場　所

新規TB

展開方向

A

D B

C

1ヶ所
4

女子トイレ

掃除用具入れ

6
0

1
,
9
15

25

2
,
00
0

100 100

750

550

Ａ面

6
0

1
,
9
15

25

2
,
00
0

Ｂ面

F4に入替え F4に入替え F4に入替え

外部よりﾋﾞｽにて開閉固定

1,140

1,840

3,477

3,477

1,140

Ａ面

600100100600937

2
,
0
00

25
1
,
9
15

6
0

Ｂ面

1,000

2
,
0
00

25
1
,
9
15

6
0

600

Ｂ面

100

2
,
0
00

25
1
,
9
15

6
0

（3477,985,1529.5)x2000x30

（750,475)x2000x30

既存

600 100

8
75

1
25

1,100

1,800

600 1001,100

1,800

1,070

8
27

1,
5
2
7

1,
1
0
0

9
00

120

827

1,527

100 550 100

750

4
8
5

485

高圧メラミン化粧板、芯材ＭＤＦ、アルミ（笠木、エッジ）、ＳＵＳ巾木高圧メラミン化粧板、芯材ＭＤＦ、アルミ（笠木、エッジ）、ＳＵＳ巾木

高圧メラミン化粧板、芯材ＭＤＦ、アルミ（笠木、エッジ）、ＳＵＳ巾木

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ、SUS引き手、

ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ、表示付きｽﾗｲﾄﾞﾗｯﾁ（内開き）、笠木戸当り、帽子掛戸当り ｸﾞﾚﾋﾞﾃｨｰﾋﾝｼﾞ、表示付きｽﾗｲﾄﾞﾗｯﾁ（内開き）、笠木戸当り、帽子掛戸当り

ガラス入れ替えFL3→F4

木製内障子3枚、網戸撤去

木製内障子3枚、網戸撤去

A-11

1ヶ所
1

1ヶ所AD

玄関

FL3

1
LSD 2ヶ所 LSD 1ヶ所

2
新規 新規

男子トイレ・女子トイレ

スチール　扉：化粧鋼板

150 800

950

2
,
0
00

1
6
0

（引き残し）

スチール　扉：化粧鋼板

多目的トイレ

150 （引き残し）900

1,050

1ヶ所新規TB
1

男子トイレ

600x2000x30

6
0

1
,
9
15

25

2
,
0
00

600

仕切り板

1
新規WD 1ヶ所

1,600

2
,
5
00

洋室・会議室

2500x1600x36

ポリ合板フラッシュ

7
0
0

1
50

7
0
0

2
,
0
00

1
6
0

7
0
0

1
50

7
0
0

150 150

2000x950x枠見込み170 2000x1050x枠見込み170

F4 F4

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、ﾊﾝｶﾞｰ、自閉装置、ｴﾝﾄﾞｽﾄｯﾊﾟｰ、ｽﾃﾝﾚｽ引棒 ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、ﾊﾝｶﾞｰ、自閉装置、ｴﾝﾄﾞｽﾄｯﾊﾟｰ、ｽﾃﾝﾚｽ引棒

ｷｯｸﾌﾟﾚｰﾄ

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(廊下側）ｻﾑﾀｰﾝ(ﾄｲﾚ側)、戸先ｺﾞﾑ、SUS沓摺、窓、ｶﾞﾗﾘ 表示付非常解ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(廊下側）大型ｻﾑﾀｰﾝ(ﾄｲﾚ側)、戸先ｺﾞﾑ、SUS沓摺、窓、ｶﾞﾗﾘ

自閉式片引きハンガードア（戸袋ボード納まり） 自閉式片引きハンガードア（戸袋ボード納まり）

高圧メラミン化粧板、芯材ＭＤＦ、アルミ（笠木、エッジ）、ＳＵＳ巾木

Ｆ4，ランマFL3

FIX4
00

1
00

2,
0
0
0

FIX

ＦＬ3ＦＬ3

500

Ｆ4Ｆ4

6
5
0

ランマ付き自由開き戸

800 800

1,600

2,
0
0
0

1
0
0

57
0

800

1,600

2,
0
0
0

1
0
0

57
0

現況 改修後

800

ｶﾊﾞｰ枠寸 ｶﾊﾞｰ枠寸

ｶ
ﾊ
ﾞ
ｰ枠

寸

2,
6
7
0

2
,6
7
0

1600x2670x70

アルミ、アルマイト処理

ランマ付き両開きドア改修（カバー工法）

付属金物一式、シリンダー錠、サムターン、押し板、フロアヒンジ、ドアチェック、フランス落とし 丁番、ｼﾘﾝﾀﾞｰ空錠、握り玉、ﾌﾗﾝｽ落し、ドアチェック

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事



係　員

ｍ／ｍ

設
　
計

日付.

№ A1版

1/50

A3版 1/100

伊賀市大内地内

現 況 　 改 修 後 　 床 伏 図

3,640 5,140 3,960

12,740

1,500 3,640

50 50 50 50

2,140 1,500

1,800910

5
0

2,
7
8
0

910 5,440

3,640 9,100

1,800 12,740

50 50 50 50

5,140 3,960

1 2 3 4

▽
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

X2

木造 鉄骨憎

1 2 3 4X2

▽
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

現 況 　 床 伏 図 　 S=1/50

2
,
4
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3
5
0

5
00

④
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2,
4
1
0

2,
7
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0

1
0
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2
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0
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,1
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0

4
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5
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0
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0
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1
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0

3
,3
3
2
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1
8
0

4
,
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0

2
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4
8

5
0

F

E

D

C

B

A
△柱芯

△柱芯

3,640 5,140 3,960

12,740
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▽
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△
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1
0
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2
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3
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8
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4
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0
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0

91
0

1
,6
3
0

3
,3
3
2

6,
1
8
0

4
,
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0

2
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F

E
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A
△柱芯

△柱芯

改 修 後 　 床 伏 図 　 S=1/50

3,290

CB6段積み撤去

CB7段積み撤去CB5段積み撤去 CB7段積み撤去 CB5段積み撤去

新規柱100x100

CB6段積み撤去

基
礎
天

端
t
=
2
0撤

去

※木土台は、ｸﾚｵｿｰﾄ3方塗り

仕上

下地
①

仕上

下地

仕上

下地

畳6枚　撤去

コンパネt=9+根太54x54@450+大引き90x90+土間コンクリートt=75　撤去

③

畳2枚切縮め

スタイロフォームt=25+ポリエチレンフィルムt=0.15+捨てコンクリートt=50+割栗石t=100　撤去

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

④

長尺塩ビシートt=2 撤去

既
存
地

中
梁

既
存

地
中

梁

仕上

下地
①

仕上

下地

仕上

下地

②

③

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

④

ビニル床シートt=2

ビニル床シートt=2

畳2枚復旧

長尺塩ビシートt=2

柱撤去

▼ｶｯﾀｰ入れ

土台120x120撤去

①①

⑤

② ⑤

長尺塩ビシートt=2 撤去

⑥

長尺塩ビシートt=2 撤去

磁器50角モザイクタイルt=5　撤去

⑤

②

△仕上げカッター入れ

▲コンクリートカッター入れ

スタイロフォームt=50+ポリエチレンフィルムt=0.15+割栗石t=120　撤去

スタイロフォームt=50+ポリエチレンフィルムt=0.15+割栗石t=120　撤去

① ①

モルタル下地から割栗石までの撤去範囲を示す
モルタル下地から割栗石までの復旧範囲を示す

④

⑥ ⑥ ④

土間コンクリートt=75　既存のまま

モルタル金コテ押えt=28　既存のまま

⑥

既存土間コンクリートt=75

⑥

長尺塩ビシートt=2

既存モルタル金コテ押えt=28

※特記なき限り下記の通り ※特記なき限り下記の通り

スタイロフォームt=50+ポリエチレンフィルムt=0.15+捨てコンクリートt=30+砕石t=120

スタイロフォームt=50+ポリエチレンフィルムt=0.15+捨てコンクリートt=30+砕石t=120

△

▲▲

▼ ▼

▲ ▲

▲

③

柱既存のまま

40

▼ ▲

8,079 2,461

1,573

1,785 15

▼

175 759 692 78

柱撤去

床見切り撤去

5
0

2,
7
8
0

5
00

④①

2,150

壁
：
L
G
S
10
0

②

④

⑥ ④

③

8,079 40 2,461

18
0

9
1
0

304 635 2,272 210

土台100x60撤去

土
台

10
0
x
60
撤

去

9
1
0

5
0

2,
6
8
0

4
83

柱既存のまま

框
1
0
5
x1
5
0
撤
去

大引き90x90

新規土台100ｘ100

既
存

土
台

接着系あと施工ｱﾝｶｰM12

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12

給水管用土間はつり

100ｘ100

沓づり用

新規土台100ｘ100

モルタル埋め

新規土台100ｘ100

▽

▽

④

たたみ下地板　既存のまま

SUS見切り： -40x20x1.5

④土台100x60撤去

土間溝掘り
塩ﾋﾞｽﾄﾚｰﾄﾗｲﾝﾏｯﾄ(ｱﾙﾐ枠）600x1600既存のまま

柱既存のまま
新規土台100ｘ100

新規土台100ｘ100 新規土台100ｘ100

モルタルt=28+土間コンクリートt=120（ワイヤーメッシュ6φx150x150）

モルタルt=28+土間コンクリートt=120（ワイヤーメッシュ6φx150x150）

モルタルt=25+土間コンクリートt=120（ワイヤーメッシュ6φx150x150） 撤去

モルタルt=28+土間コンクリートt=120（ワイヤーメッシュ6φx150x150） 撤去

A-12

▼

▼

ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞｾｯﾄ用土間はつり
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係　員

ｍ／ｍ

設
　
計

日付.

№ A1版

1/50

A3版 1/100

伊賀市大内地内

現 況 　 改 修 後 　 天 井 伏 図

3,640 5,140 3,960

12,740

1,500 3,640

50 50 50 50
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1,800910

5
0

2,
7
8
0

910 5,440

3,640 9,100

1,800 12,740
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5,140 3,960

1 2 3 4

▽
柱

芯

△
柱

芯
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柱

芯
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柱

芯
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木造 鉄骨憎

1 2 3 4X2
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芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

2
,
4
30

3
5
0

④

50
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4
1
0

2,
7
3
0

1
0
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0
0

2
,7
3
0

8
,1
9
0

4
,5
5
0
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0

91
0

91
0

1
,6
3
0

3
,3
3
2

6,
1
8
0

4
,
55
0

2
,8
4
8

5
0

F

E

D

C

B

A
△柱芯

△柱芯

①

②

③

④

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

現 況 　 天 井 伏 図 　 S=1/50

①①

木造梁

天井点検口撤去

②

④

④

化粧PB t=9撤去（塩ビ廻縁共）

和風化粧PB t=9撤去（木二重廻縁共）

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ撤去

3,640 5,140 3,960

12,740

1,500 3,640

50 50 50 50

2,140 1,500

1,800910

5
0

2,
7
8
0

910 5,440

3,640 9,100

1,800 12,740

50 50 50 50

5,140 3,960

1 2 3 4

▽
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

X2

木造 鉄骨憎

1 2 3 4X2

▽
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

④

50

2,
4
1
0

2,
7
3
0

1
0
,6
0
0

2
,7
3
0

8
,1
9
0

4
,5
5
0

91
0

91
0

91
0

1
,6
3
0

3
,3
3
2

6,
1
8
0

4
,
55
0

2
,8
4
8

5
0

F

E

D

C

B

A
△柱芯

△柱芯

①

②

③

④

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

②

④

④

改 修 後 　 天 井 伏 図 　 S=1/50

① ① ①

塩ビ見切り

910

②

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

化粧PB t=9.5　塩ビ廻縁

化粧PB t=9.5　塩ビ廻縁

化粧PB t=9撤去（ビ廻縁共）　※現場目地に合わせること

1,490 2,150

④

④

④

④

※特記なき限り下記の通り ※特記なき限り下記の通り

4
6
0

4
6
0

LGS下地+吊りボルト撤去

LGS下地+吊りボルト撤去 LGS下地+吊りボルト

5,311

5
17

ｱﾙﾐ見切り撤去

⑤

⑤

⑤

LGS下地既存撤去

化粧PB t=9撤去（ビ廻縁共）　※現場目地に合わせること

LGS下地既存撤去
⑤

5
28

5
28

5
17

ｱﾙﾐ見切り

天井点検口450ｘ450

天井点検口450ｘ450

天井点検口450ｘ450

⑤

⑤

⑤

⑤

化粧PB t=9.5　塩ビ廻縁（撤去箇所）　

化粧PB t=9.5　塩ビ廻縁（撤去箇所）　

LGS下地+吊りボルト

5,311

FXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50

86
7

FXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50既存のまま

FXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50x110

LGS下地

LGS下地

5
0

2,
6
8
0

FXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50撤去

ロックウール断熱材t=25撤去

ロックウール断熱材t=25撤去

天井裏：

天井裏：
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ撤去

2,983 2,983

2
2
0

2
2
0

1,
2
7
0

5
,0
0
5

8
15

1,
2
7
0

5
,0
0
5

8
15

天井裏：

天井裏：

新規ロックウール断熱材t=25

新規ロックウール断熱材t=25

A-13

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

5,832 5,832
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床：畳6枚撤去

係　員

ｍ／ｍ

設
　
計

日付.

№ A1版伊賀市大内地内

1/5

1/5

A3版 1/10

固定しない

ビスにて固定

25

天 井 断 面 図

1/5

E

壁：じゅらく塗り撤去
（ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt=12、胴縁共）

50

1

△
柱

芯

E

50

1

△
柱

芯

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3
PB t=12.5+9.5

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
（ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50+PB t=12.5+9.5共）

1/5詳 細 図 B（ 現 況 ） 詳 細 図 B（ 改 修 後 ）

1/51/5詳 細 図 C（ 現 況 ） 詳 細 図 C（ 改 修 後 ）

畳2枚切縮め

ｺﾝﾊﾟﾈt=9+根太54x54@450+大引90x90撤去
土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=75撤去
ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt=25撤去
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15撤去
捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=50撤去
割栗石t=100撤去

E

巾木：ABS樹脂 H=60
ｽﾃﾝﾚｽ箔

畳2枚復旧

根太掛け45x90

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=28

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15
捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=30

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt=50

砕石t=120

3
0

5
0

3
0

1
20

1
5
0

55
9

54
90

75
25

5
0

1
0
0

▽女子ﾄｲﾚFL

▽和室FL▽和室FL

部 分 詳 細 図 1

既存壁：既存じゅらく塗り

ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50+PB t=12.5+9.5共

1
2
0

床:超防汚性ビニル床シートt=2

10
0

既存額縁 SOP塗替え

50

1

▽
柱
芯

8
5

1
5

50

E

E

2
.
73
0

2.
4
1
0

1550 110

50 110 15

5
0

50

天井:化粧PB t=9.5
（LGS下地）

塩ビ廻縁

50 110 （LGS下地）
天井:化粧PB t=9.5

平 面 図

15

天井EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50

天井EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50
（既存のまま）

天井EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50
（既存のまま）

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3
PB t=12.5+胴縁

（既存柱、間柱）

柱型：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3

壁：ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板t=3

PB t=12.5+LGS50下地

PB t=12.5
（既存LGS下地）

壁ｶｯﾀｰ入れ

1
3
0

3
0

5
0

見切り:米栂10x10

撤去範囲

E

50

PB t=9.5-12.5

畳ヨセ10x55

きわ根太45x54

木軸組（胴縁落込み）

木軸組（胴縁落込み）

木軸組

木軸組（胴縁落込み）

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
PB t=12.5x2重貼り+木軸組

PB t=12.5x2重貼り+木軸組

PB t=12.5x2重貼り+LGS100下地

PB t=12.5x2重貼り+LGS100下地

アンカーボルトM12

アルミジョイナー

詳 細 図 A （ 木 造 -鉄 骨 　 仕 上 げ ジ ョ イ ン ト 部 詳 細 ） 和 室 改 修 部 平 面 詳 細

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φx150x150）

ハ ッ チ 部 分 に 仕 切 り 板 及 び 棚 板 を 設 置 。
し な ラ ン バ ー t=21(2.5mmし な ベ ニ ヤ 両 面 貼 り 、 木 口 処 理 ） xＤ 300

23 870 20 870 23

1,805 320

300

1
,
8
7
0

3
57

3
57

3
57

35
7

35
7

23
6
0

1
8
0

17
7

1
8
0

17
7

1
8
0

17
7

1
8
0

1
7
7

靴 箱 全 体 Ｏ Ｓ 再 塗 装

和 室 改 修 部 断 面 詳 細

靴 箱 改 修 図 S=1/20

A-14

面台ｺｰｷﾝｸﾞ

天井EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50x3

天井EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50x3

天井EXP.J：ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ50x50x3
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係　員

ｍ／ｍ

設
　
計

日付.

№ A1版伊賀市大内地内

1/5 1/5

LGS：100x45x10＠450

巾木：ABS樹脂 H=60

巾 木 （ LGS下 地 ） 巾 木 （ 木 下 地 ）

1/5

A3版 1/10

床:長尺塩ビシートt=2
モルタル下地

モルタル下地
床:長尺塩ビシートt=2 床:長尺塩ビシートt=2

土間コンクリート下地 土間コンクリート下地

ｽﾃﾝﾚｽ箔

PB t=12.5x2
メラミン不燃化粧板t=3

部 分 詳 細 図 2

ホ ー ル

1/5

20

木口化粧材
目透かし

3

1/5

LGS：50x45x10

LGS：100x45x10＠450

コーキング

PB t=12.5

1/5天 井 　 廻 縁

LGS：100x45x10＠450

塩ビ廻縁
塩ビ廻縁

天井:化粧PB t=9.5 天井:化粧PB t=9.5
（LGS下地）（LGS下地）

1/5

天井:化粧PB t=9.5
（LGS下地）

天井:化粧PB t=9.5
（LGS下地）

天井:化粧PB t=9.5
（LGS下地）

塩ビ廻縁

塩ビ見切り

下 が り 天 井 1/5廊 下 天 井 見 切 り

天井:化粧PB t=9.5
（LGS下地）

天井:化粧PB t=9.5
（LGS下地）

ｱﾙﾐ見切り

PB t=12.5
ﾖｺ胴縁：18x45@300
ﾀﾃ胴縁：50x50@450

PB t=12.5
ﾖｺ胴縁：18x45@300

壁：メラミン不燃化粧板t=3

壁：メラミン不燃化粧板t=3

壁：メラミン不燃化粧板t=3

壁：メラミン不燃化粧板t=3

壁：メラミン不燃化粧板t=3

壁：メラミン不燃化粧板t=3

壁：メラミン不燃化粧板t=3

壁：メラミン不燃化粧板t=3

木下地110ｘ45

※（　　）内寸法は、多目的便所、女子便所の手洗い

コーキング

LGS：100x45x10

面台：メラミンポストフォーム

10

2
0

（150）

120

面 台 (手 洗 い 、 洋 風 便 器 ） 1/5

壁：メラミン不燃化粧板t=3

面台壁：メラミン不燃化粧板t=3
コンパネt=12

PB t=12.5

木下地100ｘ45

5.5

コーキング

LGS：100x45x10

面台：メラミンポストフォーム

2
0

120

面 台 (小 便 器 ） 1/5

壁：メラミン不燃化粧板t=3
PB t=12.5

面台壁：メラミン不燃化粧板t=3

1/5汚 だ れ 陶 板

1/5ホ ー ル 床 見 切 り

土間コンクリート下地 土間コンクリート下地

SUS見切り： -40x20x2.0

床:長尺塩ビシートt=2床:長尺塩ビシートt=2
モルタル下地モルタル下地

1/5ト イ レ 入 口 床 見 切 り

SUS目地棒5x12

汚だれ陶板t=5
コーキング

モルタル下地
床:超防汚性ビニル床シートt=2

モルタル下地

床:超防汚性ビニル床シートt=2

ビニルクロス貼り

床:超防汚性ビニル床シートt=2

床:超防汚性ビニル床シートt=2

壁：ビニルクロス貼り 壁：ビニルクロス貼り

LGS：100x45x10＠450

壁：ビニルクロス貼り

PB t=12.5

PB t=12.5x2重貼り

PB t=12.5x2重貼り

PB t=12.5

PB t=12.5x2重貼り

PB t=12.5x2重貼り

PB t=12.5x2重貼りPB t=12.5x2重貼り

コンパネt=12x2重貼り

接着系あと施工アンカーM12

コーキング

PB t=12.5x2重貼り

アルミジョイナー
(焼き付け塗装仕上げ）

壁 ： メ ラ ミ ン 不 燃 化 粧 板 　 平 目 地 　 目 透 か し 納 め 壁 ： メ ラ ミ ン 不 燃 化 粧 板 　 出 隅 ・ 入 隅 納 め

巾木：米栂 H=100　OS

土台：100x100

巾木：米栂 H=100　OS 巾木：米栂 H=100　OS

間柱:100x45@450

会 議 室

アルミジョイナー

2
.
8

既存土間コン溝はつり

モルタル充填
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係　員

ｍ／ｍ

設
　
計

日付.

№ A1版

1/50

A3版 1/100

伊賀市大内地内

910 7,280 910 5,440

3,640 9,100

9,100 1,800 12,740

1 2 3 4X1 X2

▽
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

50 50 50 50

5,140 3,960

22
,2
4
0

A

B

C

D

E

F

G

6,
1
8
0

1
0
,6
0
0

5
,
4
60

9
10

3
,
6
40

91
0

8
,1
9
0

2
,4
1
0

9
10

4
,
55
0

2
,7
3
0

9
10

9
10

2
,7
3
0

4
,
55
0

1
,
63
0

5
0

5
0

5
0

△柱芯

△柱芯

▽柱芯

3,640 5,140 3,960

12,740

1 2 3 4

1,500 3,640

50 50 50 50

▽
柱
芯

△
柱
芯

△
柱
芯

△
柱
芯

2,140 1,500

5
,8
6
0

1
6
,
38
0

1
,
82
0

1
2
,
74
0

1
,
8
20

1
0
,
92
0

5
,
4
60

A

Y4

Y3

Y2

Y1

9
1
0

5
,4
6
0

5,
4
6
0

9,100 1,800

910 7,280 910

1,820 1,820 1,820 1,820

X1 X2

木造 鉄骨憎

現 況 　 平 面 図 　 S=1/50

掃除用具入

飾り棚

下足箱

下足箱

1
0,
0
1
0

（下部戸棚）

2
,
84
8

3
,
33
2

2,
4
3
0

35
0

50
2
,7
3
0

中 会 議 室
（ 和 室 24帖 ）

大 会 議 室
（ 和 室 44帖 ）

厨 房

ホ ー ル

廊 下 3

押 入押 入

廊 下

物 入

押 入 床 の 間 押 入

物 入

廊 下 2
便 所

和 室 16帖

床 の 間押 入

湯 沸

廊 下 1

玄 関

物置

会 議 室

解体以外の壁面、天井面は、シート養生

床及び壁は、シート養生

解体以外の畳部分は、ベニヤ+シート養生

床面は、ベニヤ+シート養生

壁面，天井面は、シート養生

床、壁、天井面は、シート養生

仮設トイレ

工事用

受注者詰め所

10㎡

A-16 仮 設 計 画 図

仮設間仕切り（B種）

仮設間仕切り（B種）

仮設間仕切り（B種）

床は、ベニヤ+シート養生

壁面、天井面は、シート養生

事 務 室

床及び壁は、シート養生

ステージ足場範囲

3mx5m

工事手順：

6.1期、2期工事中、花之木保育園側に仮囲いを設置する。

1．工事は、①事務室天井裏ブレース設置工事(1期工事）と②方杖設置+トイレ改修工事(2期工事）に分けて行う。

2.1期工事中は、会議室を事務所として使用する。

3.仮設間仕切りは、2期工事時に設置する。

4.会議室は、2期工事時の資材置き場とする。

5.2期工事に際し図示の通り、大会議室側通路に仮設間仕切り、仮設ステージ、照明器具を設置する。

仮設間仕切り（B種）

仮設間仕切り（木軸組、両面ベニヤ張り）

アルミドア取付（シリンダー錠付き）

7.1期、2期工事中来客用仮設トイレ2個所（目隠し囲い共）を設置する。（工事用トイレとは別）場所打合せ。

①事務室工事時進入口

サッシガラス養生

②方杖設置+便所改修工事時進入口

仮囲いH=2m（L=30m)

2期工事中、A型バリケード

センサー付き照明取付（仮設）

仮設ステージ設置

センサー付き照明取付（仮設）

既存コンセントより配線

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事
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35

鉄 骨 工 作 標 準 図

1－1

1－2

そ の 他

略 号

2－1

3－1

§１　一般事項

§２　共通事項

§３　ボルト接合

§４　溶接接合

高力ボルト

高力ボルト
のピッチ

基 本 事 項
1）　使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

2）　設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また本標準図に明記なき場合は、

構造特記仕様書１－２－４、５に指定した共通仕様書および標準仕様書による。

3）　製作精度等に関しては、ＪＡＳＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

4）　本標準図に示す単位は特記なき限りすべてmmとする。

ＡＢ

ＢＰＬ

ＤＦＰ

ＦＰ

ＨＴＢ

Ｌ

Ｌ

ベースプレート

ダイアフラム

フランジプレート

高力ボルト

スプライスプレート

ウェブプレート

組立てＨ形鋼

チェッカープレート

フラットバーＦＢ

ＣＨＰ

ＢＨ

ＷＰ

ＳＰＬ

Ｌ

Ｌ

ガセットプレート

リブプレート

ターンバックル

溶接記号（§４参照）

ＲＰ

ＴＢ

Ｗ1-9

ＧＰＬ

Ｌ

アンカーボルト

ボルトの長さ

ボルトの
呼び径

締付け長さに加える長さ

F8T、F10T S10T

Ｍ20

Ｍ16

Ｍ22

Ｍ24

30

35

40

45

25

30

35

40

締付け長さ

座金厚さ

ナット高さ

余長

（ねじ山１～６）

首
下
長
さ

1、　特記以外はすべてＳ10Ｔ（トルシア形高力ボルト、上図）又はＦ10Ｔとする。

2、　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

3、　ボルトの接合面の処理は、締付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様

に赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。締付

けは１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

Ｍ　22 Ｍ　24Ｍ　20呼 び 径

孔 径

ピッチ
標準

最小

は し あ き

最小縁端距離
せん断縁、手動ｶﾞｽ切断縁

圧延縁、自動ｶﾞｽ切断縁等

Ｍ　16

18

60

40

40

28

22

22 24 26

60 60 70

605550

40（50） 40（55） 45（60）

44

28

3834

26

（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。

ゲージ 千鳥打ちのピッチ　ｂ

35

40

55

50

45

25

65

60

45

M24M16,20,22

形鋼のゲージ

3－3

4－1

4－2

隅 肉 溶 接

完全溶込み

溶接

（突合せ溶接）

4、　亜鉛メッキボルトの場合はすべてＦ8Ｔとする。

ｅ

ｅb b b b

p p p

g

g
g

g

p

ｅ

B

A

g g

g

ggg

B B

g

A

gBBA or g g 最大軸径 B g g 最大軸径 最大軸径

** 50 **100

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200 60

60

55

50

50

55

90

70

40

35

55

50

45

40

40

35

35

30 16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

400

350

*300

250

200

175

150

125

60

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90 24

24

24

24

24

22

22

16

16 ** 50

65

70

75

80

90

100

16

20

20

22

22

24

24

30

55

50

45

40

40

* B =300は千鳥打ちとする。

**印の欄のg及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

S

t

t

S

W W記号

G=0 余盛：Δα

脚長（S)

余盛

記号
W

W

t

t t 401616

S S
22

S

6 以下

t

9

7 9

12 14

10

16

12

19 22 25 28 32 36 40

24211917151311

設計サイズ

実際サイズ

SS

S

SSS

S

S

4S 400

5

0.50

かつ

かつ

断続隅肉溶接の長さ L

LS S L S10 40

2.5
1

以上
1）　板厚の異なる場合（通しダイアフラムは除く）

2）　エンドタブ
クレーンガーダーの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。長さ は35

以上かつ薄い方の板厚の2倍以上とする。エンドタブを切断する場

合溶接終了後母材より5～10mmはなして切断する。代替タブを採用

する場合は溶接技量付加試験に合格した溶接工によること。

エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

3）　開先加工　（下図は参考とする。）

ａ）　スカラップ工法

スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

ように加工する。 は35程度、 は10以上とする。

なお複合円は滑らかに仕上げること。

完全溶込み溶接部以外のスカラップは 25程度とする。

かつ

3－2

4－3

4－4

4－5

そ の 他

フレア溶接

部分溶け込み
溶接

32

12 16 19 22 25 28 32 36 40

10 11 12 13 13 14 15 15 16

104

t

D

t

t

S SD

12 40

片 面 溶 接 W W

4016

両 面 溶 接

t

t

2D DS S

丸鋼等溶接 W W軽量形鋼等溶接

加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。

t S

はアーク手溶接 はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

裏当て

裏はつり

裏はつり

裏当て

ｂ）　ノンスカラップ工法

機械加工タイプ 機械加工+ガス切りタイプ

4）　開先形状

記 号 形 状 適 用 板 厚
寸 法

アーク手溶接
ガスシールド及びセルフ
シールドアーク溶接

D D

D D

D D
D

D

のとき
のとき

１．工事件名

２．工事場所

３．工事規模

４．工事範囲

５．工事計画

て耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存躯体との接

合が極めて重要である。また、この施工は限られた場所で行わ

れるもので、一般の建築工事とは施工方法等相当異なる面があ

る。

ａ）　躯体寸法、階高寸法その他は実測による。

ｂ）　既存コンクリートとの一体化を図る。

ｃ）　新設部と既存部材との定着を十分行う。

ｅ）　仕上げ及びコンクリート等の撤去に際しては、最小限必

ｆ）　既存配管、配線及び器具等を十分に調査し、損傷を与え

ｇ）　施工に先立ち全行程の施工計画書を作成し、承認を得る

６．工事内容

又上記工事に伴う撤去・修復等の工事も併せて行うものである。

第２章　総則

１．適用範囲

らの記載なき場合は、次に定める優先順位の仕様書に拠ること

とする。

（１）　本特記仕様書

　本工事は、既存の構造体に対して部材を増設することに依っ

　よって、設計の趣旨及び最終的な建物の状態を十分理解した

　特に次の点に十分注意すること。

　　　け小さくする。

　　　要な範囲とし残りの部分を傷めないように十分注意する。

　　　ないように注意する。

　　　こと。各試験は試験方法、及び結果報告を遅滞な＜行う

　　　こと。なお、施工計画書は工事種目別ごとに作成するこ

　　　と。

　工事項目・ヶ所数は下表による。

　本工事は、設計図及び本特記仕様書に基づ＜ものとし、これ

２．近隣からの要

請苦情の処理 協定書を結び、その写しを提出する。

　工事中付近の構築物・道路・地下埋設物に損害を与えない様万全の処置をなし、

又、騒音・振動等については公害防止条例その他の規定に従って充分な養生と

防止対策を行う。

録及び養生

３．改修工事の記 　改修工事の着手に当り、既設建物の記録写真を撮り、現状の仕上材料等を充分

調査を行い把握する。又、工事場所以外の建物設備に支障を及ぼさないよう、

仮設・養生に充分留意すると共に、工事中、万一、汚損・損傷を与えた場合には

現状に復するものとする。

４．改修工事中の

留意事項

　工事場所には、工事表示看板及びお願い看板等を配置すると共に、必要な箇所

には安全柵を設けること。

　又、万一第三者の生命・財産に障害が生じた場合、及び第三者との間に紛争が

ｄ）　騒音、粉塵及び汚染などの支障を及ぼす範囲をできるだ

階

計

　工事期間中は騒音・振動・塵挨飛散等により、その部分の使用に支障を与え

ない様、又、工事関係者以外の者に対する安全及びプライバシー等充分留意

すること。

ａ）延床面積

ｂ）階数構造

１

（財）日本建築防災協会

（３）　「公共建築改修工事標準仕様書」（平成25年版）(財)建築保全センター

上で工法を選び、施工計画をたてなければならない。

生じた場合は、受注者において処理解決しその費用を負担する。

尚、その費用負担については受注者とする。

　近隣からの要請、苦情については、受注者において対処解決し、必要があれば

2

3

伊賀市大内地内

351.98㎡　内、鉄骨造補強対象部分183.75㎡

1階建て、鉄骨造+木造　内、補強対象部分は鉄骨造

　本工事は、鉄骨方杖及び屋根ブレースを設置する耐震補強工事である。

４個所

４個所

方杖補強 屋根ブレース

１９個所タスキ

１９個所タスキ

（２）　「改訂版　既存鉄骨造建築物の耐震診断及び耐震改修指針・同解説」

５．安全管理 　a.工事期間中安全管理については、特に注意し仮設仮囲、安全柵等保安上の処置

をとる。又、資材の搬入・搬出する場合は関連工事及び別途工事と調整の上、

時間帯・方法・経路・集積場所等について施設管理者及び監督員と協議を行い

決定する。

　又、火気使用の場合は保安担当者に届ける。

を充分注意する。

　b.火気の使用は極力避け、止むを得ず使用する場合は特に取扱い、養生・後始末

６．工事中の停電

対策

　工事期間中は使用中の場所に対し、停電を生じさせないよう充分注意する。

７．工事工程

管理者及び監督員と協議を行い、工事工程を作成し承認を得た後、着手すること。

８．図面に記載の

いて

ない事項につ

　図面に記載のない事項であっても、機能上、納まり上当然必要と認められるも

のは監督員の指示により請負金額の範囲内にて施工する。

９．図面寸法 　現地再調査のうえ、現地寸法に合わせる。

　施工順序は、監督員及び施設担当者と協議の上決定する。10．施工順序

第３章　仮設工事

１．施工内容

２．施工上の 仮設工事は次の各項に留意して行うこと。

ａ）　既存部材の仕上げ材及び器具類に損傷を与えないよう充

　　工事箇所周囲に仮囲を設け工事関係者以外の工事箇所立入

　　りを防ぎ安全を図る。また、工事関係車両及び一般使用者

　　全性の確保を図る。

　　注意事項

　　分注意すること。なお、場合によっては必要に応じてシー

　　ト等で養生する。

第４章　撤去・改修工事

１．撤去工事

　　の施工内

　　容

ｂ）　増設部材の周りには、足場を設けて施工性の向上と安

　工事工程・作業順序等については施設事務機能に支障がないよう事前に、各所

ａ）　工事期問中に建物の一般使用が考えられるため、

　　の出入口は同一になるため、ガードマンを設置すること。

去する場合は、カッターで切込みを付けてから撤去する。

なお、躯体を撤去する場合は、両面からカッターで切込み

を付けてから撤去する。

　撤去に際しては、廃棄物の処理に関する法律に準拠する。

　塗り仕上げまたはこれに準ずる仕上げ材、及び躯体を撤a）

ｂ）

既存部分の仕上げに損傷を与えないよう充分に注意する。　　における

　　注意事項

　コンクリート及び塗り仕上げを部分的に撤去する場合はａ）２．撤去工事

特に塗り仕上げ、及び土間コンクリート等の撤去に際して

は、カッター等で切込みを付け、既存部分の保護をはかる。

使用鋼材

・ＳＳ４００規格品　（ＪＩＳ　Ｇ　３１０１）

第５章　鉄骨工事

　

　

その他の仕様は公共建築工事標準仕様書（社団法人公共建築協会

高力ボルト

　　・溶接作業における技能資格者（溶接技能者）は工事に相応した技術を

　　　要する者である事。（上向すみ肉溶接）等

平成25年度版）6章による

鉄骨加工工場（国土交通大臣認定工場）

・試験確認は、既存建物耐震改修工事仕様書（2）」8-3-4)による。

　　・トルシア形高力ボルト（Ｓ１０Ｔ）又は、ＪＩＳ形高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）

　　・Ｊグレード以上とする

技能資格者

１　現場作業要領 1）前処理

補強する部位は塗料、コンクリート、耐火被覆、その他の異物を除去する。

2）高力ボルト接合

高力ボルトは高力六角ボルトまたはトルシア形高力ボルトとする。

孔明けは電気ドリルを原則とするが、やむをえずガス加工による場合は

リーマ通しを行う。

摩擦面の処理は、グラインダー掛けを原則とし、さび発生状態を標準と

する。

3）溶接接合

溶接方法は被膜アーク溶接及びガスシールドアーク溶接とする。

完全溶込溶接の端部はエンドタブを使用し、すみ肉溶接の端部は回し

溶接を行う。

溶接と高力ボルト接合が併用される場合は高力ボルト接合を先行する。

4）接合部の調査

高力ボルトの検査はＪＡＳＳ６　６節による。

溶接部の検査は完全溶込溶接は全数を超音波探傷試験をする。

すみ肉溶接および部分溶込溶接は全数目視検査とする。

鉄 骨 工 作 標 準 図

耐 震 補 強 工 事 特 記 仕 様 書

第１章　工事概要

耐震補強工事特記仕様書

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事

本工事は、「平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ

改修工事工事」に関するものである。なお、別途設備工事に留意のこと。
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電気設備　特記仕様書

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１．施行基準

２．一般事項

監督員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将

来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協議すること。

　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努める

こと。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により

手直し施工を行うこと。

　受注者は、施工に先立ち、次の書類を提出し、監督員と打合わせを行うこと。

　＊詳細施工図（施工図リストを含む）

なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、

改善策を講じること。

　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。

　＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　「公共建築工事標準仕様書　最新版」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築改修工事標準仕様書　最新版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「建築工事監理指針」「電気設備工事監理指針」「機械設備工事監理指針」　最新版

　＊国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修

　　「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」

　＊電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）

　＊電力会社供給約款

　＊消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む）

　＊電気工事業の業務の適正化に関する法律・電気工事士法・労働安全衛生法

　＊その他関連法規、関連諸基準

　　「公共建築設備工事標準図　最新版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、

　・施工計画等

　＊総合施工計画書

　なお、これらの書類の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討

　すること。

　・工事使用材料等 　工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を提出すること。

　＊使用機材届出書（メーカーリスト）

　＊機器明細図

　＊カタログ・製作図・その他諸資料

交通省大臣営繕部監修「建設材料・設備機材等品質性能評価事業」評価名簿（最新版）又は

　なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー（参考）及び国土

これらと同等以上のものとする。

　また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、「みえ・グリーン購

入基本方針」に準ずること。

　関連業者間にて十分協議し実施工程表、月間工程表を作成して監督員に提出すること。

　なお月間工程表には埋設・隠蔽・高所等の施工確認項目の該当時期を印すること。

　国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第３版）－建築設備編」によるほか

監督員の指示により撮影し、電子納品及び以下のものを提出する。

　なおＣＤの提出部数は「電子納品」を参照

　＊代表写真（不可視部分や材料、寸法写真、拡大写真、撤去処分品、搬出状況等）を抽出しＬ

　判相当サイズで印刷。　　　　（Ａ４版用紙に両面印刷にて３枚／ページ）　１部

　・完成書類

　主たる電気設備の全景写真を黒板無しにて撮影し、Ｌ判相当サイズで印刷する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ４版用紙に３枚／ページ）１部

　工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする。

　書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する。

　　白焼き（青焼き不可）で文字潰れのないこと。表紙（可能な範囲で背表紙にも）に「年度、

　工事名、工期、竣工図（又は施工図）、受注者名」を印字（シール不可）すること。

　＊完成図書（試験成績表、自社検査記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等）

　＊官公署手続き書類等（検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等）

　＊その他監督員の指示する書類

　なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　ただし、作成しがたい場合は、監督員との協議による。

　撮影箇所は主要機器類、室内及び外構等の電気設備とする。詳細は監督員と協議する。

　・完成確認、完成検査時

　　　の電源確保

　機器の動作確認、電圧・極性・相回転等の確認が出来るよう電源を確保すること。

　　竣工図は、原図サイズ及びＡ３縮小版を各２部・施工図は、原図サイズ１部。

　・工程表

　・工事写真

　・完成写真

　＊工事書類（打合記録、工事材料搬入報告）

　＊工事書類（工事写真、安全教育・訓練に関する書類、産業廃棄物処理集計表等）

　＊引渡目録、工事書類預り書

　＊製本図面（竣工図）：図面枚数が少ない場合、合冊でもよい。

　＊工事完成報告書、工事目的物引渡書、完成写真

Ⅰ　工事名称

Ⅱ　工事場所

Ⅲ　建物概要

電気設備工事特記仕様書

構　　造建物名称 延面積（㎡） 消施令の適用 備　　考

Ｓ造＋木造　１階建て

Ⅳ　工事仕様

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

花之木地区市民センター 351.98　㎡

三重県伊賀市大内　地内

固有エネルギー消費効率：１６４．１　ｌｍ／Ｗ

A32

固有エネルギー消費効率：１６１．２　ｌｍ／Ｗ

B40

ＬＥＤベースライト　直付形　３２００ｌｍ－１９．５Ｗ

ＬＥＤベースライト　直付形　４０００ｌｍ－２４．８Ｗ

東芝　ＬＥＫＴ４１２３２３Ｎ－ＬＳ９　相当品

東芝　ＬＥＫＴ４１２４０３Ｎ－ＬＳ９　相当品

●ＬＥＤ（昼白色）

●寸法：幅１２０×１，２５０×高５３

●本体：鋼板　白

●定格電圧：ＡＣ１００Ｖ～２４２Ｖ

●ＬＥＤバー：ポリカーボネート　乳白

●寿命：４０，０００時間（光束維持率９０％）

●相関色温度：５０００Ｋ　平均演色評価数（Ｒａ）：８３

●非調光

●質量：１．８ｋｇ

●ＬＥＤ（昼白色）

●寸法：幅１２０×１，２５０×高５３

●本体：鋼板　白

●定格電圧：ＡＣ１００Ｖ～２４２Ｖ

●ＬＥＤバー：ポリカーボネート　乳白

●寿命：４０，０００時間（光束維持率９０％）

●相関色温度：５０００Ｋ　平均演色評価数（Ｒａ）：８３

●非調光

●質量：１．８ｋｇ

　監督員及び関係部署と協議調整し決定すること。

　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事

事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。

　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取調査、

検証等に協力すること。

　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

特別管理産業廃棄物　　□変圧器　　□コンデンサ　　□その他（　　　　　　　　　　　）

処理方法　　■現場内の監督員の指定する場所へ保管

　なお施工に際して、ＰＣＢ等特別管理産業廃棄物、及び疑わしき機器等を発見した場合は監督員

に報告し対応を協議するものとする。

　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図るものに

ついても調書を作成し、監督員へ提出すること。　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

（マニフェストＡ、Ｅ票の写を監督員に提出する）

　・発生材の処理等 引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　）

　・残土処分 □構内敷きならし　□場外搬出（片道運搬距離　約　　ｋｍ）　　　　レ

　・事故の発生時

　・施工条件

　・電子納品 　工事完成図書は、竣工図・施工図のＣＡＤデータ（ＪＷＷ）及びＰＤＦを格納。

　・諸手続

　・消防提出書類

　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、受注者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含む。

　消火器の設置届については、電気設備にて設置届を提出する必要がある場合は、消火器について

も併せて届出すること。ただし機械設備にて設置届を提出する必要がある場合は機械設備に含める

ものとする。防火対象物使用開始届については書類の作成（電気設備図面の用意及び電気設備に関

する部分の記述）を行うこと。

　・既設との取合い

　・既設設備の調査

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　既設設備の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響を来さないよう、現地工事着工前に充分

な調査をおこなうこと。又、施工前後で比較を行るよう工事前にも絶縁抵抗測定を行っておくこと。

　新築、増築等で自家用電気工作物の範囲が変更になった場合、その供用開始から引渡しまでの電

気保安管理にかかる費用は本工事に含まれる。

場合の措置

　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除処置要綱第２条第１項第１項第１０

号）を受けた場合の措置について

　号）による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

　時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　（２）（１）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　発注者に報告すること。発注者への報告は文書で行うこと。

　（３）受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じ

　（１）受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除処置要綱第２条第１項第１項第８

　た場合は、発注者と協議を行うこと。

３．耐震基準

版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修）による。

　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説

平成８年版」（建設大臣官房長官庁営繕部監修）及び「建築設備耐震設計・施工指針（２００５年

（１）局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度（Ｋｓ）

（２）地域係数は１．０とする。

（３）自重が１００ｋｇ以下の比較的軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）の

取付については、取付下地を入念に施工し、標準メーカーの指定する方法で確実に

取付を行うものとするが、監督員の承諾を受ける。

（４）配管配線及びダクトの支持は、標準仕様書及び標準図による。

（５）機器の耐震計算書を提出すること。

重量１ｋＮ（１００ｋｇ）以上のアンカー取付機器

※盤類、変圧器類、発電設備及び補機類、燃料タンク等水槽類、その他監督員が

指示するもの。

　・不当介入を受けた

　・工事中の保安管理

４．施工 （１）塗装

　・指定色で２回塗りとする。

　　金属管、２種金属線ぴ、吊りボルト、支持具等鋼板製（ＳＵＳ、溶融亜鉛メッキ、樹脂製は

　　除く）は原則として塗装を施すこと。

（２）行先表示等

　・分電盤、端子盤、制御盤、プルボックス、ハンドホール内の電線ケーブル類にはケーブル

　　サイズ及び行先の表示を施すこと。

（３）セパレータ

　・分電盤、端子盤、制御盤、コンセント内等に強電回路、弱電回路が混在する場合はセパレータ

　　を取り付けること。

（４）保護キャップ等

　・レースウェイ等のダクタークリップが、人が容易に近づける場所、高さ（おおよそ２ｍ以下）

　　にある場合は保護キャップを取り付けること。

（５）地中埋設配管及び埋設表示杭・シート

（６）防火区画部は国土交通大臣認定工法にて防火区画処理を行うこと。

５．その他 （１）使用機械

　・低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

　　立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に提示すること。

（２）測定機器の校正記録

　・工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。測定に先

（３）設計図書上に示すメーカー型番・姿図等は参考とする。

工事範囲

配管 配線
電
灯
設
備

電気方式　種別 三相３線式（２００／１００Ｖ） 単相２線式（ １００Ｖ ２００Ｖ　 （　　　　　）Ｖ）

機器取付 動力機器の試運転調整　　 消防立ち合い試験

配線器具

プレート

照明器具

特別なものを除き大角型とする

新金属 ステンレス フルカラー（　　　　）

パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。

自火報総合盤の取替、感知器撤去 電話受け口の改修

工事範囲

ＬＥＤ器具をを優先とする。

ト
イ
レ
呼
出
装
置
設
備

工事範囲

種　　別

通話方式

その他

附属機能

配管

交互通話

電気錠解錠

配線

業務用

親子式

機器取付

集合住宅 ナースコール 身障者呼出装置

同時通話

ガス漏れ警報

住宅用

名　　　　　　称 備　　考記　号 名　　　　　　称 備　　考記　号

～ スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１～６ 新金属プレート電灯分電盤

動力分電盤

盤類結線図参照

　　　〃

Ｓ

接地極

手元開閉器

器具姿図参照

　　　〃

照明器具　天井取付け

　　〃　　壁付け

， 天井換気扇、壁付け換気扇（設備工事）

，３ ４ 　〃　　　３Ｗ１５Ａ、４Ｗ１５Ａ 　　〃

，

２Ｅ

２ コンセント　２Ｐ１５Ａ×１、２Ｐ１５Ａ×２

　　〃　　　２Ｐ１５Ａ．Ｅ×２＋Ｅ．Ｔ

テレビ受け口（７５Ω）

ｔ 別図参照

新金属プレート

　　〃

　　〃

　　資　機　材　名 　　適　用　範　囲 　　規　格　・　メ　ー　カ　ー　等

耐火、耐熱電線 耐火・耐熱性を必要とする
場所に使用するもの　

圧着端子
裸圧着スリーブ

●ＪＩＳ規格適合品上記以外の一般配線工事
に使用するもの

●ＪＩＳ規格適合品一般配線工事に使用する
もの

　優先使用）　　　　　 ブルのあるもの

電線 一般配線工事に使用する ●ＪＩＳ規格適合品
もので、エコ電線・ケー ●ＪＣＳ（日本電線工業会規格）規格適合品

電線、ケーブル類
（エコ電線・ケーブルを

●ＪＩＳ規格適合品
●ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

とう電線管、フロアダク
ト、各付属品

一般配線工事に使用する
もの

●（社）日本照明器具工業会標準（ＪＩＬ規格）適合品
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

（省エネ型を優先使用）

●（社）日本電線工業会により自主認定（評定）されたもの

●登録認定機関（（社）電線総合技術センター）または指定認定
　機関（（社）日本電線工業会（耐火・耐熱電線認定業務委員会））
　により認定または評定されたもの

●ＪＩＳ規格適合品照明器具 蛍光灯器具

ＩＶＥ、ＦＥＰ、ＣＤ、
合成樹脂製可とう管、可

電線保護物類 金属管、ＶＥ、ＰＦ、Ｈ

●ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

もの
●ＪＩＳ規格適合品配線器具 コンセント、スイッチ 一般配線工事に使用する

　分　　類

盤類
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

分電盤、実験盤 ●ＪＩＳ規格適合品

※メーカーは「設備機材等評価名簿」による
制御盤 ●（社）日本配電制御システム工業会規格（ＪＳＩＡ）適合品

受信機、漏電火災警報器 　証票が貼付されたもの
感知器、発信機、中継器、自動火災報知装置 ●登録検定機関（日本消防検定協会）の検定を受け、検定合格

注　・「ＪＩＳ規格適合品」と指定された資材は、工業標準化法に基づく適合の表示（製品・包装の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書にＪＩＳ
　　　マーク表示、またはＪＩＳ規格証明書等の添付）のあるものをいう。
　　・「設備機材等評価名簿」とは、国土交通省官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（電気設備機材
　　　機械設備機材）」の最新版をいう。ただし、納入地区及びアフターサービス地区に中部地区または近畿地区が含まれ、評価の有効期間内にある
　　　場合にのみ有効とする。
　　・「設備機材等評価名簿」に記載されていないメーカーの資機材を使用する場合は、評価基準と同じ条件を満たすことを証明する書類を監督員に
　　　提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。
　　・特殊仕様の資機材を使用する必要がある場合は、仕様、性能等を証明する書類を監督員に提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。

電気設備工事指定資機材適用規格及びメーカーリスト

凡　例

27
70

アイホン　ＮＢＲ－７ＨＷＡ　相当品

アイホン　ＮＢＲ－２Ａ－Ｃ　相当品 アイホン　ＣＢＲ－４　相当品

ＮＣ Ｎ

呼出2
5
0

380

8

60

70

1
20

11

70

1
20

1
2
0

13

電源電圧

形　　状

材　　質

窓　　数

表示方式

形　　状

材　　質

備　　考

形　　状

材　　質

形　　状

材　　質

備　　考

表 示 灯

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ（内部電源ＤＣ１２Ｖ）

壁取付形

SPCC t1. 2

１窓

壁埋込型（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

自己消火性樹脂

引きひも式、押ボタン式両用

壁埋込型（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

樹脂

非防水形

壁埋込形（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

パネル：ＡＢＳ樹脂、ランプカバー：ポリカーボネート

赤色ＬＥＤ

呼出音と表示窓点灯

アイホン　ＣＢＮ－１Ｃ　相当品

トイレ呼出装置（１窓用） 呼出ボタン（引きひも付）

呼出表示灯復旧ボタン

非常押釦

インターホン

Ｎ

ＮＣ WC呼出表示盤(1窓)

トイレ呼び出し釦

廊下灯

復旧釦

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事
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現 況　平 面図 　Ｓ ＝１／ ５０ 改修後 　平 面図 　Ｓ＝ １／ ５０

P2-3L

天井内

３３

MMA

2E

（防雨形鉄箱入り）
３ＰＭＣＢ５０／３０

３

ＨＰ１．２－５Ｐ（コロガシ）

３３

２

３

Ｓ

★

★ ★ ★

ロ２４

ロ２４

※サ

※サ

P2-3L

天井内

（防雨形鉄箱入り）

ＣＥ８゜－４Ｃ（３１）露出

３ＰＭＣＢ５０／３０

ロ３１

３

３

Ｓ

★

★ ★ ★

ロ２４

ロ２４

※サ

※サ

※サ

Ｐ

Ｂ※サ

★

２

２
３３

E
E

E
E

A32

S S

B40

E

E E

E

S

SS

S

S

S

既設電灯盤改造

主開閉器二次側に新設開閉器取付とする。

・２ＰＭＣＢ５０／２０ＡＴ－１００Ｖ×２ヶ

ＨＰ１．２－５Ｐ（コロガシ）

改修

Ｂ
２

★
※サ

３３

ロ２４

ロ２１

ロ３１

※サ

S リモコンＳＷ用電源を示す。

照明器具

注１，図中に実線で示す配管・配線・器具の新設を行うこと。

　　　（点線にて示す器具等は流用とする）

露出型

KB40

ﾛ24 ＦＬ　－２０Ｗｘ４

　〃ﾛ42 ＦＬ　－４０Ｗｘ２　〃

～ スイッチ

スイッチ

3

１Ｐ１５Ａ×１（ＯＮピカ）

１Ｐ１５Ａ×１～６

３Ｗ１５Ａ×１

ＣＶ８゜－３ＣＥ２．０（３１）露出

Ｐ

ＡＥ１．２－４Ｃ ＡＥ１．２－４Ｃ

S
K

S

S
K

S

２， コンセント ２Ｐ１５Ａ×１，２

Ｐ Ｂ

電話受け口

総合盤　Ｐ型２級 埋込型

２種

S

S

S

S

K

K

スイッチ

センサースイッチ子機（換気扇連動）

センサースイッチ親機（換気扇連動）

センサースイッチ親機

センサースイッチ子機

６極４心モジュラジャック

PANA-WTK24818

PANA-WTK2910K

差動式スポット型感知器

※サ

※サ

※サ

※サ

※サ

×

Ｓ

×ロ４２

※サ

※サ

※サ

※サ

※サ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

※サ

※サ

※サ

※サ ※サ※サ ※サ

※サ

※サ

※サ

ロ４２
　〃

Ｐ

ﾛ24 ＦＬ　－２０Ｗｘ４

ＦＬ　－２０Ｗｘ１

カバープレート（新金属）

照明器具

　〃

注１，図中に実線で示す既設配管・配線・器具の撤去を行うこと。

露出型

　　　（点線にて示す器具等は流用とする）

ﾛ21

ロ４１

ロ２７ ロ２７

　〃

　〃

　〃

ﾛ31

ﾛ42

ﾛ41

ＦＣＬ－３０Ｗｘ１

ＦＬ　－４０Ｗｘ２

ＦＬ　－４０Ｗｘ１

　〃

　〃

　〃

　〃　〃 ＦＨＤ　－８５Ｗｘ１ﾛ85

１Ｐ１５Ａ×１（ＯＮピカ）

　〃 埋込型ﾛ27 ＦＤＬ　－２７Ｗｘ１

～ スイッチ

スイッチ

3 スイッチ

１Ｐ１５Ａ×１～６

３Ｗ１５Ａ×１

２， コンセント ２Ｐ１５Ａ×１，２

Ｐ Ｂ

電話受け口

総合盤　Ｐ型２級

６極４心モジュラジャック

埋込型

２種

１種（防水型）定温式　　　　〃　　　

　〃ﾛ13 埋込型、非常照明ＪＥ　－１３Ｗｘ１

既設器具撤去後、再取付器具を示す。※サ

既設配線の切断ヶ所を示す。★

注２，配線図中実線にて示す露出配管、配線及び、既設器具撤去に

　　　伴い不要になった露出配管、配線の撤去を行うこと。

　〃　　２．０－３Ｃ（１Ｃ＝Ｅ３）

　〃　　１．６－２Ｃ＋３Ｃ

　〃　　１．６－３Ｃ＋３Ｃ

　〃　　１．６－３Ｃ

　〃　　１．６－４Ｃ

　〃　　１．６－２Ｃ

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ

Ｓ

差動式スポット型感知器

光電式煙感知器 ２種

係　員

ｍ／ｍ

設
　
計

日付．

№

1/ 50E-02

伊賀市大内地内 Ａ１版

Ａ３版１／１００

電気設備　設備図

※サ※サ ※サ ※サ

ロ１３ｘ2 ロ１３ｘ2

ロ８５ｘ2 ロ８５ｘ2

★
★

ＡＥ１．２－４Ｃ
ＡＥ１．２－４Ｃ

※サ

※サ

７

※サ

※サ

７

PANA-WTK2614K

注２，配線図中実線にて示す配線は、下記とする。

　〃　　２．０－３Ｃ（１Ｃ＝Ｅ３）

　〃　　１．６－３Ｃ

　〃　　１．６－２Ｃ＋２Ｃ

　〃　　１．６－２Ｃ

ＥＥＦ　２．０－２Ｃ

　　但し、二重天井内は、ケーブルコロガシとする。

※メーカー型番は、参考とする。

　〃　　０.９－３Ｃ

既設器具撤去後、再取付器具を示す。※サ

既設配線との接続ヶ所を示す。★

ＮＣ WC呼出表示盤(1窓)

Ｎ トイレ呼び出し釦

廊下灯

復旧釦

PANA-WTK29318

アイホンＣＢＮ-1Ｃ

アイホンＮＢＲ-7ＨＷＡ

アイホンＣＢＲ-4

アイホンＮＢＲ-2Ａ-Ｃ

Ｎ

Ｎ

ＮＣ E

ＥＭ-ＡＥ　０.９－２Ｃ

EM-AE0.9-2C

EM-AE0.9-3C

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事



係　員

ｍ／ｍ

日付．

№ Ａ １ 版

Ａ ３ 版 １ ／ １ ０ ０

伊賀市大内地内

設
　
計

---

高架水槽方式

圧送方式 圧力タンク 回転数制御

複合板 単板

複合板 単板

複合板 単板

複合板 単板

建 築 概 要

工事場所

工事名称

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書 印を付けたものを本工事に適用する。

一 般 事 項

水道直結方式

受水槽　　　本体

鋼鈑製 一体型 パネル型

ＦＲＰ製

ＦＲＰ製

一体型

パネル型

一体型

パネル型

ステンレス製 一体型 パネル型

ステンレス製 一体型 パネル型

VA VB PA PBVD

VD

PDライニング鋼管

地　中

HI VP ポリ管塩化ビニル管

さや管工法 架橋ポリ管

配管材料 一　般

その他の部分

水道業者指定品弁　　類

量水器 貸与品 買取品（私設）

引込加入、市納金等

その他

給水方式

直結部分

屋　外

分流方式

分流方式

合流方式

合流方式

排水方式 屋　内

雨　水

汚　水

雑排水

分流方式 合流方式

浄化槽下水管

下水管

合併処理槽

合併処理槽 側溝又は河川

調整池 既存桝

放流先

雨　水

屋内汚水管

雑排水管

屋外排水管

下水管 側溝又は河川

メカニカル形排水鋳鉄管

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

耐火被覆ビニル管

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）配管用炭素鋼鋼管（白）［機械廻り］

硬質塩化ビニル管（ＶＰ） 耐火被覆ビニル管配管用炭素鋼鋼管（白）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ） 硬質塩化ビニル管（ＶＵ）［１５０以上］

配管材料

遠心力鉄筋コンクリート管

現場打ち 市販桝 小口径 ビニル桝桝　　類 公団形（Ｂ種）

節水形ＦＶ大便器洗浄方式

水　　栓

洗浄タンク

低圧形

普通コマ

その他

中央式 ボイラー 温水機 ガス給湯器 電気温水器

ガス給湯器 瞬間湯沸器 電気温水器

給湯方式

局所式

銅管

ステンレス鋼管

内外面耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管［土中、暗渠］耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

被覆銅管

さや管工法 （ 架橋ポリ管

配管材料

燃　　料

耐熱性硬質塩化ビニル管

ＬＰＧ 灯油 Ａ重油 電気

その他

都市ガス

都市ガス

（発熱量　１２，０００ｋｃａｌ／ｋｇ）

（種別　　　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　　　ｋｃａｌ／ｍ３）

供給事業者名

ガスの種別

液化石油ガス

ビニル被覆鋼管［地中埋設部］ ポリエチレン被覆鋼管［地中埋設部］ ポリ管配管用炭素鋼鋼管（白）配管材料

都市ガスの場合、供給事業者の仕様による。

別途工事 本工事

（

（

50kg)10kg

本工事

20kg

別途工事）

通気管

ボンベ

転倒防止鎖等

ボンベ

不要

気化装置 要 電気式

メーター 貸与品 買取品

本工事

一般形

別途工事

自動遮断弁付

ガス漏れ検警報器

引込納付金等

要

不要

別途工事 本工事

要 別途工事 本工事

その他

不要

屋内消火栓 屋外消火栓 スプリンクラー 泡消火

連結散水管 移動粉末消火 フード消火

消火設備の種別

連結送水管

HB-1A HB-1B HB-2A HB-2B

HB-4A HB-4B S

屋内消火栓箱

HB-3A HB-3B

屋外消火栓箱 HB-21 HB-22

連結送水管 HB-11A.B HB-12A.B

( JIS G 3452 JIS G 3454)鋼管

その他

砂 フィルター

手動制　　御

配管材料

全自動

その他 消火栓箱は指定色焼付塗装とする。

ろ過方式

配管用炭素鋼鋼管（白）

算定人員　　　人槽　処理水量　　　ｍ３／日

方式・容量 合併 単独

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

材　　質 ＦＲＰ製 コンクリート既製管 ＲＣ躯体

補強スラブ 要 不要

その他

その他

高架水槽　　本体

設備設計基準による）市水

（指示なきは建設省建築
＜夏季＞

室内条件 26.0

乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度％

34.0 27.5

--- 50.0

60.0

＜冬季＞

外気条件

室内条件 22.0

乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度％

0.0 -3.0

--- 成行

40.0

設計空気条件

冷温水発生機 チラー

氷蓄熱

熱源機器

温水ボイラー

ＧＨＰ

（ 空冷ＨＰ

ＦＣＵ ＡＣＵ

空冷 水冷ＨＰ 水冷）

放熱器

配管方式

ＥＨＰ

冷温水配管 冷却水配管 温水配管冷媒配管

冷温水管

冷水・温水管

冷却水管

ドレン管

油管

蒸気管

冷媒管 冷媒用銅管

配管用炭素鋼鋼管（白） 耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

ライニング鋼管

冷媒用被覆銅管

（ VA VB)

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白） 硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

外面塩ビ被覆鋼管

配管材料

弁　　類JIS 5 kgf/cm2 JIS 10 kgf/cm2

呼び径１００Ａ以上の弁は係員と協議の上バタフライ弁を使用してよい。

その他

JIS 5 kgf/cm2

その他

換気方式 集中換気 個別換気

風　　道 低速風道 高速風道

風　　道 低速風道 高速風道

風道材質 亜鉛鉄板 塩化ビニルライニング鋼鈑 ステンレス鋼鈑

塩化ビニルライニング鋼鈑 ステンレス鋼鈑

グラスウールダクト 消音フレキ

硬質塩化ビニル管（ＶＵ） スパイラルダクト

吹出口・吸込口 アルミニウム製 鋼鈑製（指定色焼付塗装）

鋼鈑製（指定色焼付塗装）吹出口・吸込口

耐火被覆

アルミニウム製

湯沸室排気ダクトについては法規に準じた耐火被覆を行う。

その他

風道材質 亜鉛鉄板

風道材質 亜鉛鉄板 普通鋼鈑（厚１．６ｍｍ）

（ スリット形 スイング形）排煙口 天井取付

手動及び遠隔操作可能なもの排煙口開放装置 手動

手元形復帰方式 遠隔形

その他

排煙風量測定 建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方式に準ずる。

その他

外気条件

耐熱性硬質塩化ビニル管

工 事 範 囲

鉄パネル水槽

水槽 ＦＲＰ水槽

衛生器具 衛生器具類

ポンプ ポンプ類

保温材

弁

管

ＲＷ・ＧＷ保温材

青銅弁・鋳鉄弁

メ ー カ ー リ ス ト 下記リスト以外の選定は係員の承認を必要とする。

継手共 水マーク表示品／ＷＳＰ表示品／ＪＩＳマーク表示品／ＨＡＳＳ表示品／ＪＰＦ規格品／ＳＡＳ規格品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

評価事業名簿による

積水プラント／日立化成／ブリジストン／三菱樹脂

積水プラント／ブリジストン

PD SUS

１種）２種（外圧管

節水コマ（泡沫式は除く）

和風便器が防火区画を貫通する場合は耐火カバーを設ける。

配管用炭素鋼鋼管（黒）［油］ 配管用炭素鋼鋼管（白）［温水］

（ Ｍ Ｌ）（ Ｍ Ｌ）

　　　　　）

粉末内消火

消火器

消火用塩ビ外面被覆鋼管（ＶＦ）配管材料

消火栓弁

JIS 10 kgf/cm2

JIS 10 kgf/cm2

ガス給湯器（ＬＰＧ）

ガス給湯器（都市ガス）

ガス器具 ガス配管器具

量水器量水器

鋳鉄製蓋

鋳鉄製品 排水金物

桝類（塩ビ桝）

桝 桝類（公団型） 協和コンクリート／桑名工業／昭和工業／ネオジオ／丸八産業

日本下水道協会、排水設備用樹脂製マス協会規格対象品又は準拠品

評価事業名簿による

オオタケファンドリー／カネソウ／ダイドレ／中部コーポレーション／南濃鋳工／福西鋳物／ホクキャスト

伊藤工機／桂精機製作所／藤井合金製作所／富士工器

ガス供給者の承認する製造者の製品

「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」に基づき、省令による証票を付したもの

愛知時計電機／金門製作所／リコーエレメック

金門製作所／富士工器／富士電機／松下電工／矢崎総業ガス警報 ガス警報システム

厨房機器 厨房システム 評価事業名簿による

濾過装置 濾過機 オルガノ／栗田工業／サンエイ工業／三協／三進ろ過工業／タクマ／理水化学工業

滅菌機

消火設備

滅菌機

消火栓類

消火栓ホース

スプリンクラー・泡消火

磯村製作所／オーヤラックス／水道機工／日本曹達

立売堀製作所／岸本産業／北浦製作所／村上製作所／横井製作所

日本消防検定協会の合格表示品

ノーミ／ニッタン／日本ドライケミカル／能美防災／ホーチキ

特殊ガス消火

合併浄化槽（ＦＲＰ製）

合併浄化槽（ＲＣ造）浄化槽

川重防災工業／セコム／日昭・林テクノス／日信防災／ニッタン／能美防災

神鋼パンテック／ダイキ／東海不二工業／西原ネオ工業／フジクリーン工業／藤吉工業

建設大臣型式認定品

簡易水洗

ブロア

クリーントイレ

ブロア

グリストラップ グリス・ガソリントラップ

朝日機工／アンレット／新明和工業／安永

カネソウ／栗本鐵工所／下田機工／積水プラントシステム

空気調和機

製缶類 製缶類・熱交換器 島倉鉄工所／広島鉄工／ベルテクノ／前田鉄工所／前田鉄工所（四日市）／森松工業

ダクト付属品

換気扇 換気扇類

送風機 送風機類

防振装置

加湿器

防振材・防振装置

加湿器

栗田工業／東芝／日立製作所／松下電器産業／三菱電機

ウェットマスター／ピーエス工業／山武軽装

倉敷化工／高砂ゴム／特許機器／ブリヂストン／明和ゴム化成

評価事業名簿による

自動制御 自動制御機器

フレキダクト

スパイラルダクト

ステンレス鋼鈑

亜鉛鉄板ダクト

トキメックランデイスギア／山武ハネウェル／横河ジョンソンコントロールズ

アライ実業／オーツカ／栗本鐵工所

大阪ラセン管工業／栗本鐵工所／泰弘／富士空調工業／フジモリ産業

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

吹出口・吸込口

風量ユニット

空研工業／新晃工業／トーキン／錦興業

エアコンスター／クボタ／新晃工業／東プレ

パッケージ形空調機 ダイキン工業／東芝／日立製作所／松下電器産業／三菱重工業／三菱電機

ガスエンジン空調機 アイシン／三洋／三菱重工／ヤンマー

三重県公共工事共通仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」

「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）」

空気調和・衛生工学会規格 「空気調和・衛生設備工事標準仕様書」

「建築設備工事共通仕様書」日本建築家協会編

所轄水道局 ガス供給社内規 消防関係法規（所轄署指導要網含む） その他関連法規

設計図書の誤記、記載漏れ、又図面上納まり不明な事に起因する問題点、疑義についてはその都度監督員と協議する事。

工事に伴う関係官公署、ガス会社への諸手続きは請負者がこれを代行し、必要経費も本工事に含むものとする。

適用仕様書

優先順位

申請手続

疑　義

変　更

工程表

設計図書に明記なくとも、外観上、機能上又は法規上当然必要と認められるものについては、本工事に含むものとする。

実施工程表、月間工程表を関連業者間にて十分協議して作成し、監督員に提出する。

施工図

機器及び材料等

請負者は施工に先立ち、施工計画書、工種別施工要領書、施工図等を作成し、監督員と打ち合わせを行うこと。

工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書（メ－カ－リスト）、機器明細図、現品、カタログ、

施工図等の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討する。

その他諸資料を事前に届け出ること。　尚、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メ－カ－品番を使用しているので、

とりまとめ提出すること。

カラーサービス版とする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂版）一建築設備編」によるほか、監督員の指示により撮影し提出する。

工事完成の上は各種の試験、検査を受け許可書証、成績表、工事写真、日報、材料検収簿、完成写真、竣工図、取扱説明書等

国土交通省住宅局建築指導課監修の「建築設備耐震設計・施工指針」による。耐震措置

工事写真

完成図書

メ－カ－の選定にあったっては、同等品以上の性能を有するものとする。また、国等による環境物品等の調達推進に関する法律

（グリ－ン購入法）を考慮し、再生品などの環境に優しい（環境物品）の調達に務める。

発生材を処分する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「再生資源の利用の促進に関する法律」に基づいて適正に発生材処分

処理する。（マニフェストＡ、Ｂ２、Ｄ票を提示し、Ｅ票は、写しを提出すること）

消火管（但し屋外のみ）

１００～１５０Ａ ２００Ａ以上

３２～２００Ａ ２５０Ａ以上２５Ａ以下

給排水管・給湯管・温水管・ドレン管

冷水管・冷温水管

20mm

30mm

25mm

40mm

40mm

50mm

８０Ａ以下

地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように　「建築設備耐震設計指針」により施工する。

防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基づく材料を使用すること。

建物導入配管（給水、ガス、消火）は充分な可撓製を有する変位吸収配管施工をおこなう。

水密を要する部分はつば付スリーブ、地中に用いるスリーブはＶＰ管、他は紙製等のスリーブを使用することができる。

排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００ｍｍ以上、車両道路部６００ｍｍ以上とする。

既存コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ステンレス製）とする。

共 通 事 項

保温工事

屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内

床下・暗渠内

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

綿布仕上げ　塗装

ステンレス鋼鈑仕上げ

アルミガラスクロス

防水麻布（アスファルトプライマー）

保温施工種別 共通仕様書による。

下表による。（但しダクト、機器、煙道は共通仕様書による。）

保温厚さ 共通仕様書による。

下表による。（但し機器、煙道は共通仕様書による。）

屋内露出 グラスウール保温筒

保温施工範囲は共通仕様書による。

特 記 事 項

工 事 種 別

給排水衛生設備

排水設備

衛生器具設備

給湯設備

ガス設備

消火設備

ろ過設備

浄化槽設備

給水設備

建設リサイクル法（三重県指針）に基づき再生資源の十分な利用及び廃棄物の原料等を通じて、資源の有効な利用の確保

及び廃棄物の適正な処理を図り、もって生活環境の保全及び国民経済の健全な発展に寄与すること。

空調設備

機器設備

配管設備

ダクト設備

排煙設備

自動制御設備

屋 外 屋 内屋 外 屋 内

１．現場説明事項・質疑応答書　　　２．本特記仕様書　　　３．設計図書　　　４．工事共通仕様書

備考建　物　名　称 構　造 階　数 延　べ　面　積　（㎡）

＊建築仕様書参照

＊建築仕様書参照

ＪＩＳ規格以外：ＬＩＸＩＬ／ＴＯＴＯ

一　般・地　中

耐熱性硬質塩化ビニル管（ＨＴ） 耐火被覆ビニル管

ＬＩＸＩＬ／積水化学工業／ネポン／日立化成工業／松下電器産業／ロンシール

給
水
設
備

衛
生
器
具
設
備

給
湯
設
備

ガ
ス
設
備

消
火
設
備

ろ
過
設
備

浄
化
槽
設
備

排
水
設
備

機
器
設
備

ダ
ク
ト
設
備

配
管
設
備

換
気
設
備

排
煙
設
備

本数（３本＋３本）

床
暖
房
設
備

熱源 ＬＰＧ 灯油 電気

その他

都市ガス

仕様等、図示による

換気設備

床暖房設備

既存管

既存管

M-01 機 械 設 備 　 特 記 仕 様 書

伊賀市大内地内

花之木地区市民センター 1S+木造 351.98

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事



係　員

ｍ／ｍ

日付．

№ Ａ １ 版

Ａ ３ 版 １ ／ １ ０ ０

伊賀市大内地内

設
　
計

G

R

D

桝　寸　法桝　寸　法記　　号種　　別

桝　　仕　　様

備　　考

記号 ・Ｄ　→　 ＭＨＤ蓋 ・Ａ　→　ＭＨＡ蓋 ・Ｂ　→　ＭＨＢ蓋

・トラップ 　→　トラップ桝 ・ドロップ　→　ドロップ桝 ・表記なし　→　塩ビ製蓋（鎖付き）

・格子　→　格子蓋 ・化粧　→　化粧蓋＋ＭＨＢ蓋

記号密　閉　型　２００φ２００φR-2小　口　径　雨　水　桝

記号密　閉　型　２００φ２００φS-2小　口　径　イ　ン　バ　ー　ト　桝

記号小　口　径　イ　ン　バ　ー　ト　桝 密　閉　型　３００φ３００φS-3

・Ｔ　→　鋳鉄製蓋（Ｔ－２～２５）

管底 合わせ が出来 ない場 合は掃 除口を 設ける

図示 無きも 車両乗 り入れ 部は鋳 鉄製蓋 （一般 車両部 Ｔ－８ ）とす ること

塩ビ 製イン バート 桝と流 入管底 の口径 は変芯 ソケッ トを使 用して 調整す る

雨水 の小口 径塩ビ 桝は、 泥溜Ｈ ＝１５ ０以上 とし、 樹脂製 バケッ トを含 むもの とする

図面 上の勾 配は参 考とし て、管 底、桝 位置は 詳細図 作成の 上、決 定とす る

図　示　記　号

記　　　　号 名　　　　称

給　　水　　管

ガ　　ス　　管

給　　湯　　管

排　　水　　管

冷　　媒　　管

ド　レ　ン　管

通　　気　　管

換　気　ダ　ク　ト

記　　　　号

給　　水　　栓

フ　ラ　ッ　シ　ュ　バ　ル　ブ

給　　湯　　栓

混　合　水　栓

名　　　　称

排　水　金　物

床　上　掃　除　口

弁　　　　　類

H

▽ＧＬ

蓋（塩ビ製・水封形）

VU200

H VU200

砕石 内蓋（塩ビ製）

▽ＧＬ

基礎砂基礎砂

5
0

5
0

Ｓ２ 小　口　径　汚　水　桝 単位：ｍｍ

蓋（鋳鉄Ｔ－８製・水封形）

衛 　 生 　 器 　 具 　 表

付 属 品 　 　 　 他 一 式 共参 考 品 番器 具 名 称

小 便 器 UFH500

棚 付 二 連 紙 巻 器 YH702

Ｌ 型 手 す り

Ｌ 型 手 す り

可 動 式 手 す り

T112CL9

T112CL9

洗 面 器 L210CM

L103DMP

小 便 器 用 手 す り T112CU2

ベ ビ ー チ ェ ア ー

化 粧 鏡

バ リ ア フ リ ー 洗 面 器

洋 風 便 器 （ 掃 除 口 付 ） CS597BCS

車 椅 子 対 応 便 器 （ 高 座 面 ） CS20AB

リ モ コ ン ＋ 便 器 洗 浄 リ モ コ ン

MMA1A1600A600W

（ 建 築 工 事 ）

ＴＥＮＡ４１Ａ（自動水栓），ＴＬ２５０Ｄ，Ｔ７ＰＷ１，ＴＳ１２６ＡＲ（水石鹸入）

450x600

1600x600

（建築工事）

ＴＥＮＡ５０Ａ（自動水栓），Ｔ７ＰＷ９，ＴＬ２２Ｄ，ＨＨ０４０６０，ＴＳ１２６ＡＲ（水石鹸入）

T110D45x2,YPH62017W2,YPH13057

オートクリーンＵ乾電池タイプ（ＴＥＡ６２ＡＤＲ），バックハンガー（Ｔ９Ｒ）

リモコン＋便器洗浄リモコン

T110D15x2,T110D34x1

T110D45x2,T110D44x1,T110D37x3

T110D53x1,T110D36x1

T110D45x4,T110D36x2

合

　

　

計

外
　
　
部

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

多
目
的
ト
イ
レ

2

2 3

2 3

1

1

1 1

1

1

1

1 1

1

1

1 1

2

5

1

6

2

1

1

1

2

1

1

2

建 建

記 　 号

空 　 調 　 機 　 器 　 表

電 源 容 量 値 は 参 考 とす る 。

室 外 機 － 室 内 機 間 の２ 次 側 配 線 は 冷 媒 管 と 抱 き 合 わ せ の 上 本 工 事 と す る 。

運 転 特 性 、 能 力 は ＪＩ Ｓ 条 件 に よ る 。

室 外 機 ： 基 礎 １ ５ ０Ｈ （ タ イ ガ ー ベ ー ス 相 当 ） 、 防 振 ゴ ム 板 敷

１

ＰＡＣ

注 記 ）

空 冷 ヒ ー ト ポ ン プ 式 パ ッ ケ ー ジ エア コ ン形 式 ：

冷 　 房 暖 　 房

能力（ＫＷ） 消費電力（ＫＷ）

冷 　 房暖 　 房

低　温

配線サイズ
開閉器容量

電　源（ＫＷ）

送風機出力

内
外

圧縮機
出力

（ＫＷ）
ＡＰＦ

０．０３０１．１
０．０４３

２．０゜

１５Ａ

参 考品 番

壁 掛 形

機 器 名 称

他 一 式 共

ワ イ ヤ レ ス リ モ コ ン

既 製 コ ン ク リ ー ト 基 礎

付 属 品

防 振 ゴ ム 板 敷

台 数

１

設 置 場 所

断 熱 材 被 覆 銅 管 　原 管 は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｈ ３ ３ ０ ０ に よ る 。

保 温 厚 は ガ ス 管 ２０ ｍ ｍ 、 液 管 １ ０ ｍ ｍ （ １ ０ φ 以 下 は ８ ｍ ｍ ） と す る 。

高 調 波 対 策 が 必要 な 機 器 は 対 策 を 講 じ る も の と す る 。

ＡＫＳＡ０４０６６Ｘ ３．６
（１．０～

４．０）

４．０
（０．８～

６．４）

０．８７６ ０．９５９

（１．８６）

５．７ ３φ２００Ｖ

記　号

既 設 機 器 表

形　　　　式名　　称

空冷ヒートポンプ 形　　式
冷房能力

電源容量

基　　礎
１

ＡＣ

既製基礎１５０Ｈ

パッケージエアコン

（ 　 撤 　 去 　 ）

ＲＯＡ－Ｊ７１３Ｈ

床置き型
７．１ｋＷ

３φ２００Ｖ　圧縮機２．０ｋＷ　消費３．２１ｋＷ

備考 電気容量等は参考値とする

記　号

既 設 機 器 表

形　　　　式名　　称

Ｆ

６

天井換気扇 形　　式

付属品

風　　量

ダクト、フード、他一式共

Ｆ

７

天井換気扇 形　　式

付属品

風　　量

ダクト、フード、他一式共

１６７ｍ３／ｈ相当

天井埋込形　１００φ

数量冷媒 備　考設置場所

１Ｒ２２
基礎共
撤去

冷媒回収破壊処理

和室１６帖

数量 備　考設置場所

１

１ 便所

撤去

撤去

和室１６帖

M-02 凡 例 ・ 衛 生 器 具 表 ・ 機 器 表
---

ＳＨ５９６ＢＡＹＲ（タンク式），ＴＣＦ５５３３ＡＥＹ（便蓋無し・洗浄便座：貯湯式）

ＳＨ３０ＢＡ（タンク式），ＴＣＦ５５３３ＡＭＰＲ（便蓋無し・洗浄便座：貯湯式）

T112HK8

和 室 １ ０ 帖

YKA15

Ｆ
天井換気扇 形　　式

付属品

風　　量

１

９

（ 　 撤 　 去 　 、 脱 　 着 　 ）

事務室 本体のみ脱着

天井埋込形　１５０φ

天井埋込形　１５０φ

形 　 式 　 ・ 　 仕 　 様機 器 番 号
参 考 型 番

機 器 名 称

換 　 気 　 機 　 器 　 表

１

Ｖ

フ ー ド は 指 定 色焼 付 塗 装 と し 、 現 場 指 示 と す る

台 数（Ｖ）電 　 源

電 　 気 　 容 　 量

（Ｗ）電 動 機

設 置 場 所 ・ 備 考

注 記 フ ー ド は 指 定 色 焼 付 塗 装 と す る 。

天 井 換 気 扇 低騒 音 形

ｍ３／ｈ Ｐａ

付 属 品

形　　式

風　　量ＶＤ－１８ＺＢ１０ ２５０ ４０

径１５０φ １φ－１００

２９．５

ＳＵ Ｓ 製 深 形 フ ー ド 、 他 一 式 共

男子トイレ

女子トイレ

多目的トイレ

３

1 1

大 型 鏡

YM4560A

平成２９年度　花之木地区市民センター耐震補強及び共用トイレ改修工事

注 記 ）器 具 個 数 は 参 考 と し 各 図 面 確 認 の 上 と す る 。

器 具 取 付 箇 所 は 事 前 に 打 合 せ を 行 い 建 築 工 事 に て 必 要 な 補 強 を 行 う 事 。

器 具 の 色 柄 及 び 仕 様 は 再 度 打 合 せ 、 協 議 、 承 認 図 を 提 出 の 上 、 決 定 す る 事 。

YKB104

YKB104

屑 入 れ

サ ニ タ リ ー ボ ッ ク ス 3 3

ST-M26

ST-M3



係　員

ｍ／ｍ

日付．

№

1/ 50

伊賀市大内地内 Ａ１版

Ａ３版１／１００

3,640 5,140 3,960

12,740

1 2 3 4

1,500 3,640

50 50 50 50

▽
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

2,140 1,500

1,800

910

1,820

X2

木造 鉄骨憎

飾り棚

下足箱

押入

押入

物入

下足箱

厨房

（下部戸棚）

廊下３

廊下２

ホール

湯沸

事務室

（天井のみ改修）

押入 床の間

玄関

和室１６帖

B

C

D

E

F

G

6
,1
8
0

3,640 5,140

12,740

1 2 3

1,500 3,640

50 50 50

▽
柱

芯

△
柱

芯

△
柱

芯

2,140 1,500

1,800

X2

木造 鉄骨憎

飾り棚

下足箱

押入

押入

物入

厨房

（下部戸棚）

廊下３

事務室

（天井のみ改修）

押入 床の間

和室１０帖

湯沸

玄関

A

B

C

D

E

F

G

改 修後 　平面 図　 Ｓ＝ １／５ ０現 況　 平面図 　Ｓ ＝１ ／５ ０

A

ＣＯＡ１００

２０

５０５０
４０

７５

７５

２０ ２０ ２０ ２０

２０

２０

２０ ２０７５

７５

４０

４０

ＣＯＡ１００

７５７５

１００

１００
ＣＯＡ１００

２０

２０

２０

２０

４０

５０

５０

2
5
0

1
7
5

1
7
5

3
0
0

コア抜き補修
地中梁貫通

1
20

3
0

12
0
5
0

3
0 1
5
0

▽ＧＬ

女子トイレ

１００

改修

７
５

２
０

７５

６５

ＣＯＡ１００

ＣＯＡ１００

ＣＯＡ１００

Ｔ５Ａ５０

ＣＯＡ６５
ＣＯＡ８０

ＣＯＡ８０

ＬＰ
７５

ＬＰ
６５

５０
ＬＰ

１００ １００

５０

５０

５０

２０

６５

２０

１００

２０

２０２０

５０

５０

ＬＰ

６５

５０

５０

ＧＬ＋１４５

＋７１１ ＋６３８ ＋５６４

＋４６５

＋３４９ＧＬ－４５
＋２７２

＋３６５

＋５３３＋５３３

＋４８８

１００

１００１００

１００

１００

１００１００

１
０

０

Ｄ Ｅ

Ｆ

ＧＨＩ

２
０

ＧＬ＋１４５

＋７１１ ＋６３８ ＋５６４

＋４６５

＋３４９ＧＬ－４５
＋２７２

＋３６５

＋５３３＋５３３

＋４８８

１００

１００１００

１００

１００

１００１００

１
０

０

Ｄ Ｅ

Ｆ

ＧＨＩ

１００

凡 　 例

今 回 撤 去 箇 所 を 示 す

今 回 既 存 箇 所 を 示 す

注 記 ）

既 存 梁 ・ 床 ・ 壁 貫 通 配 管 の 撤 去 は 手 は つ り 補 修 と す る 。

床 は つ り 復 旧 、 仕 上 げ 補 修 は 建 築 工 事 と す る 。

今 回 手 は つ り 箇 所 を 示 す

今 回 既 設 切 断 箇 所 を 示 す

既設切断箇所

割り込み設置

ＶＣ５０

地中梁貫通
コア抜き補修

５０

５０

コア抜き補修

凡 　 例

今 回 既 存 箇 所 を 示 す

今 回 改 修 箇 所 を 示 す

今 回 既 設 接 続 箇 所 を 示 す

今 回 コ ア 抜 き 箇 所 を 示 す

今 回 既 設 手 は つ り 穴 流 用 箇 所 を 示 す

備 考

和 風 大 便 器

品 名 他 付 属 一 式 共

洋 風 便 器 （タンク） 紙巻器共

紙巻器共 撤 去

撤 去

Ｃ－３７５Ｖ （タンク） ２

便 所

１

便 所 　 撤 去 器 具 表

洗面器

化 粧 鏡

（ＦＶ）Ｕ－５３

Ｌ－２３０

ＴＳ１１９ＡＳ－３

掃 除 流 し ＳＫ－２２Ａ

撤 去

撤 去

撤 去

撤 去

４

２

２

１

撤 去小 便 器 手 す り １

撤 去

撤 去Ｌ 型 手 す り

洗 面 器 手 す り １

１

天井
天井

天井

レベル調整

２００－１００－９０Ｙ

既設接続箇所

既設雨水桝既設雨水桝

＋１６３±５９

Ｂ Ｃ

＋１６３±５９

Ｂ Ｃ

女子トイレ
廊下２

多目的トイレ男子トイレ

便所

掃除用具入

M-03 平面詳細図（現況・改修後）

給排水衛生設備

設
　
計

１００

１００

１００

１００

ＧＬ－６５０

小口径桝（Ｔ－８蓋）

注 記 ）

既 設 配 管 サ イ ズ 、 ル ー ト は 参 考 と し 現 場 確 認 の 上 、 施 工 の こ と 。

壁 、 床 貫 通 配 管 は コ ア 抜 き 補 修 と す る 。

但 し 既 存 貫 通 穴 を 極 力 流 用 の こ と 。

床 は つ り 復 旧 、 仕 上 げ 補 修 は 建 築 工 事 と す る 。

（ 表 記 範 囲 は 参 考 ）

土 間 コ ン ク リ ー ト は つ り 復 旧 箇 所 を 示 す
（ 表 記 範 囲 は 参 考 ）

ア ス フ ァ ル ト は つ り 復 旧 箇 所 を 示 す

立上げ露出

土

ア

土 ア

内部土間はつり・復旧は建築工事

既 設 配 管 サ イ ズ 、 ル ー ト は 参 考 と し 現 場 確 認 の 上 、 施 工 の こ と 。

会議室

会議室

物置

物置

±０

Ａ

ＧＬ±０

小 便 器

小 便 器 仕 切 板 2 撤 去
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伊賀市大内地内 Ａ１版

男子トイレ

改修

M-04 平面詳細図（現況・改修後）

空調換気設備

便所
男子トイレ

女子トイレ
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室内機：撤去

室外機：撤去

ＡＣ

撤去
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３
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ＡＣ

５

Ｆ

９

Ｆ

２

Ｆ

２

ＰＡＣ

１

Ｖ

１

凡 　 例

今 回 既 存 箇 所 を 示 す

今 回 手 は つ り 箇 所 を 示 す

今 回 既 設 切 断 箇 所 を 示 す

注 記 ）

既 設 配 管 サ イ ズ 、 ル ー ト は 参 考 と し 現 場 確 認 の 上 、 施 工 の こ と 。

既 存 梁 ・ 床 ・ 壁 貫 通 配 管 の 撤 去 は 手 は つ り 補 修 と す る 。

今 回 撤 去 箇 所 を 示 す
凡 　 例

今 回 既 存 箇 所 を 示 す

今 回 手 は つ り 箇 所 を 示 す

今 回 既 設 切 断 箇 所 を 示 す

注 記 ）

既 設 配 管 サ イ ズ 、 ル ー ト は 参 考 と し 現 場 確 認 の 上 、 施 工 の こ と 。

既 存 梁 ・ 床 ・ 壁 貫 通 配 管 の 撤 去 は 手 は つ り 補 修 と す る 。

天 井 取 外 し 復 旧 は 建 築 工 事 と す る 。

今 回 撤 去 箇 所 を 示 す

Ｖ

１

１５０φ

手はつり補修

手はつり補修

既設穴流用

コア抜き補修

備　考記号 液 ガス

６．４φ ＥＭ－ＣＥＥ２　－３Ｃ

＊ 内 外 渡 り 配 線 は 冷 媒 管 抱 き 合 わ せ 配 線 と す る 。

＊ リ モ コ ン 取 付 位 置 は 打 合 せ に よ り 決 定 と す る 。

１２．７φＡ

Ａ

Ａ

記号 液 ガス

Ａ

冷媒配管配線セットサイズ表（参考）

９．５φ １５．８φ

冷媒配管配線セットサイズ表（参考）

断　面　図

撤去

脱着

Ｅ
Ａ

ＳＤ１５０

Ｖ

１

Ｖ

１

フード共

天井扇：撤去

１５０φ１００φ 撤去

既設穴流用

復旧

１
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